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「老年的超越」をめぐる文化・心理・社会的関連要因
に関する研究（第Ⅱ部）

―「東洋的見方」が及ぼす影響を中心にして―

奥　村　幸　雄

要旨
　本研究の目的は、老年的超越の影響因を文化・心理・社会的な側面から明らかにすることであっ
た。量的研究（奥村，2022b）の対象者のうち17人の後期・超高齢者についてはインタビュー調査（質
的研究）を実施した。量的研究で老年的超越への影響因の一つとなった主観的幸福感（SWB）
については、質的研究での事例・コード分析の結果、「幸福」についての感じ方や内容が PGC モ
ラール・スケールによる SWB とは異なるものであることが示唆された。身近な人との「つながり」
を重視する傾向や、十分生きたことに感謝する気持ちが反映され、これらは関係・バランス志向
性を重視する幸福（内田，2020）に類するものであった。また、Tornstam の老年的超越理論の「宇
宙的次元」に関わる内容が多く抽出され、いずれも東洋的見方の特徴に通じるものであった。量
的研究と質的研究を統合した結果を「要因関連の概念モデル」としてダイアグラムで表示した。

はじめに

　本研究の目的は、西欧で提唱された老年的超越の考え方が、日本人の「幸福な老い」の実現に
どのような影響（効果）を及ぼすのか、文化・心理・社会的な側面から検討することであった。
そこで、本研究における課題を、文献検討 [ トーンスタム（Tornstam）の老年的超越理論、日
本の先行研究、≪東洋的なるもの≫の概念検討 ] をふまえて、実証研究（量的研究、質的研究）
では、（1）日本版老年的超越質問紙改訂版（JGS-R）の再現性の検証、（2）老年的超越が幸福感
に及ぼす影響の分析、（3）老年的超越の関連要因、なかでも東洋文化的な要因による影響の分析、

（4）当事者研究の視点に立った分析、といった四つの事項に設定した。
　文献検討 *1 では、老年的超越理論の提唱者であるトーンスタムが著した “Gerotranscendence: A 

Developmental Theory of Positive Aging”（Tornstam，2005）にもとづき理論の起源や枠組み、
老年的超越の測定尺度、関連要因について整理するとともに、この理論を日本人に適用するにあ
*1　博士論文（奥村，2022a）第１章〜第３章において詳述。
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たっての問題点や留意点について検討した。さらに、日本における先行研究をレビューするとと
もに、≪東洋的なるもの≫の概念検討では、老い・東洋文化・ユング心理学に関する書籍を参考
に〈東洋的な見方〉の概念構造を検討し、質問紙の設問項目や、インタビュー調査におけるコー
ド（概念的カテゴリー）の検討を行った。
　実証研究 *2 では、量的研究については質問紙調査、質的研究についてはインタビュー調査を実
施した。調査対象者は、主として京都府在住の 60 歳以上の高齢者 363 人（京都 SKY シニア大
学受講生 294 人、その他 69 人）とし、有効回答数は 251 人（男性 140 人、女性 111 人、平均年
齢 75.3 歳）であった。うち 17 人の後期・超高齢者（男性 7 人、女性 10 人、平均年齢 85.1 歳）は、
質問紙調査に加えてインタビュー調査を行った。老年的超越の関連要因については、年齢、性別、
健康度、配偶者の有無、教育歴、暮らし向き、活動性、危機の経験などの背景的な要因に加えて、
文化的要因として「東洋的見方」を組み込んだ構造方程式モデル（SEM）を構築し分析を行った。
　量的研究の詳細については、京都府立大学学術報告（奥村，2022b，pp.123-171）でも第Ⅰ部（以
下、第Ⅰ部という）として報告したが、要点のみを記すと以下のとおりである。
　第１は、老年的超越に影響を及ぼす要因間の関連において性別による違いが認められた。男性
では、直接効果が認められたのは、主観的幸福感、東洋的見方、危機の経験であり、活動性、暮
らし向きについては、主観的幸福感を介して老年的超越に影響を及ぼす。年齢については、老年
的超越への直接効果は認められなかったが、東洋的見方を介して間接的に影響を及ぼしている可
能性がある。一方、女性では、老年的超越への直接効果が認められたのは、主観的幸福感、東洋
的見方、年齢であり、暮らし向きについては、男性と同様、主観的幸福感を介して老年的超越へ
影響を及ぼす。
　第２は、老年的超越への強い影響因となった東洋的見方と主観的幸福感に関して、この２つを
基準変数とするクラスター分析の結果、３つのクラスターが抽出され、クラスター２が老年的超
越の６つの下位尺度すべてにおいて得点が高く、老年的超越を肯定的に捉えている群であること
が確かめられた。クラスター２の特徴は、主観的幸福感が中庸のレベルにあることであり、この
場合に老年的超越の得点が高いということは、東洋文化の影響を少なからず受ける日本人高齢者
の幸福感には、「バランス志向的幸福観」（内田，2020, p.67）の特徴が反映されていることを示
唆するものである。
　このように量的研究では、質問紙調査によって得られた数値データを統計解析することによっ
て、調査対象者の傾向やパターン、老年的超越に影響を及ぼす要因などについてある程度明らか
にできたが、現在を生きる高齢者が自分の「老い」や、その先に確実に訪れる「死」についてど
のように捉えているのか、この点を理解するためには量的研究だけでは限界がある。
　量的研究が「森を見る」ことに主眼を置いたものであるとするならば、質的研究は「木を見る」
ことに焦点を当てるものであり、本研究の目的は、視点の異なるこれら二つの研究を考量するこ
とで、さらに日本人高齢者の老年的超越の特徴について理解を深めようとするものである。した
*2　博士論文（奥村，2022a）第４章および第５章において詳述。
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がって、質的研究における問いを次のように設定した。
（1）　量的研究で明らかとなった３つの類型 *3 について、質的にはどのような個別性や特殊性がみ

られるのか。
（2）　３つの類型の個別性や特殊性を超えて、さらに共通する要素、異なる要素はどのようなも

のか。また、類型を超えた老年的超越の一般的な促進要因となるものが存在するのか。

　本稿では、まず質的研究について述べたのち、Ⅰ量的研究とⅡ質的研究の統合を試みる。最後
に本研究全体を通じての問題点と今後の課題について述べる。

Ⅱ 質的研究

１．方法
　質的研究では、17 人の高齢者（後期高齢者：8 人、超高齢者：9 人）を分析対象とした（以下、
研究協力者という）。この人たちの選定にあたっては、①年齢は 75 歳以上で 80 歳代を中心に 90
歳代も含まれること、②構成は男女のバランスがおおむね保たれていること、③ 60 分程度のイ
ンタビューに応えられる体力・健康度を有していること、④調査の内容に関心があり、自主的な
協力が得られること、⑤京都府内に在住しており、農村部・都市部のバランスがある程度保たれ
ていること――を条件とし、具体的には、公益財団法人京都 SKY センターから紹介を受けた人、
筆者が個人的に研究協力を依頼した人を分析対象とした。質問紙は事前に郵送し、インタビュー
は半構造化自由回答法にもとづき行った。調査期間は 2019 年 2 〜 3 月であった。
　なお、本研究は、京都府立大学倫理委員会の承認を受けて実施した（受付番号 168）。すべて
の研究協力者に対して調査の内容やプライバシーの保護に関する説明を書面や口頭で行い、あわ
せて書面により調査への同意を得た。
　本研究の主要テーマが老年的超越の関連要因、なかでも東洋的見方の影響（効果）を考察する
ことにあるので、文献検討における≪東洋的なるもの≫の概念検討で中核的となるコードは概ね
絞り込まれている（図１参照）。したがって、インタビューでの設問項目は、この考え方にもと
づき次の 12 項目（太字）のコード（概念的カテゴリー）とした *4。
　生まれ育った時代や文化の影響は、その人の性格や自己観・人間観、ひいては幸福観に影響を
及ぼすと考えられるので（コホート効果）、コード名は、生きた時代、幸福観、性格・自己観・
人間観とした。さらに Tornstam（2005）の老年的超越理論（以下、老年的超越理論という）の
３つの次元（表１：宇宙的次元、自己の次元、社会と個人との関係の次元）のうち、東洋文化の

*3　量的研究におけるクラスターと同義であるが、質的研究では研究協力者 17 人に限定した分類である
ことから、あえて「類型」という表現を用いることとした。
*4　≪東洋的なるもの≫の検討の詳細は奥村（2022a）によるが、図 1 や「〈老い〉に対する東洋的態度」
の設問項目を手掛かりに KJ 法を用い類似した要素をグルーピングし、「小見出し」（表札）をつけたも
のが 12 項目のコード（概念的カテゴリー）である。
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影響を受ける日本人高齢者では「宇宙的次元」との関連が考えられるので、コード名は、自然・
芸術に共感する心、回想、人生の危機、無常観・死生観、宇宙的感覚（命の連鎖）、共時的体験（夢
と現実の一致）、時間認識、空間認識とした。また、老年的超越理論の３つの次元には含まれないが、
東洋の老子哲学に因んで無為自然とした。
　実際のインタビューでは、これらのコードが意味するところをふまえ、対話を通じて自身がこ
れまで歩んできた人生の足跡、「幸せ」と感じるとき

4 4

やこと
4 4

、病気などの困難を乗り越え到達し
た現在の心境、「老い」との向き合い方、「死」に対する思い――などについて聴取した。コード
が含意する内容の多くは、≪東洋的なるもの≫の概念検討の結果到達した「東洋的見方」にもと
づくものであるが、抽象的で難解にならないよう留意しながら会話を組み立てた。
　なお、宇宙的感覚（命の連鎖）については、その人の宇宙観のほかに、一体性（母性的な愛）
の象徴としての「月」と、二元性（光と闇）の象徴としての「太陽」を例示し、どちらに親近感
を覚えるかを聞いた*5。また、時間認識 *6と空間認識 *7については、簡易なサークル・テストを行った。
　分析手法としては、まず、研究協力者 17 人の質問紙調査で得られた量的データおよびインタ
ビューで得られた質的データのすべてについて 1 次情報処理（発話内容を文書セグメントとして
要約）を行い２次元のマトリックス表（未添付）で整理した。なお、インタビューでは、その場
で調査者が質問を読み上げ、本人が質問紙の設問を埋めていったケースもあったため、制限時間
切れとなり予定した設問の一部は未回答となったものもあった。
　ところで、このマトリックス表では個々人の発話内容が埋め込まれているだけで、全体のパター
ンを大掴みに捉えることは困難である。そこで、さらに文書セグメントの内容を圧縮・要約して
示したのが表２である。
　表側は３つの類型を示し、研究協力者の数は、類型Ⅰ：６人、類型Ⅱ：６人、類型Ⅲ：５人で
あった。また、表頭は 12 項目のコード（概念的カテゴリー）を示している。各類型に対応するコー
ド（概念的カテゴリー）の内容については、２次元のマトリックス表で共通する発話内容がある
場合にはこれを集約・縮約し、そうでない場合には個々の発話内容をさらに圧縮するなどの２次
加工を行ったものを記載した。

*5　河合（1977）は、日本人の意識構造について「夢」を例に挙げ説明するなかで、「西洋の意識は太陽
の意識であり、東洋のそれは月の意識であるという言いかたもできる」（p.184）と述べており、この話
を参考にした。
*6　正規のサークル・テスト（都築・白井編，2007，p.30）ではないが、過去（これまでに生きてきた時間）、
現在（今生きている時間）、未来（このあと生きるであろう時間）について、現時点での関心の度合いを
サークルの大きさで表現してもらった。
*7　自分が生活を営む空間領域について、近景（自分や家族の身近な問題）、中景（地域や文化に関わる
問題）、遠景（神仏や宇宙などのスピリチュアルな世界）と区分した場合、現時点における関心の度合い
をサークルの大きさで表現してもらった。
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東洋的な見方 　「<老い>に対する東洋的態度」の構成要素

（出典）鈴木（1997）、河合（1967）、和辻（1935）、Nisbett(2003)などの文献を参考に作成。
　　 詳細は奥村（２０２２a）による。
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アニミズム心性（自然への親近感）

<老い>の死生観

「知足」の心

図１　東洋的な見方と「<老い>に対する東洋的態度」の構成要素との関係
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次元 コード 内　容

(出典）Tornstam(2005)より筆者が要点を訳出し作表。

社会と個人との関係
の次元

平凡にして深い知恵の
獲得

身体的超越

自己超越

自我統合

社会的役割についての
認識の変化

社会的因習からの決別

財産への執着心の鈍化

人間関係の意味づけの
変化

・社会的因習から決別する能力であり、受容力の高さを示す。
・無垢さを恥ずかしがらずに認める → 自分の成熟度が高まる。

・財産への執着心の鈍化 → 解放感の広がり
・生活必需品以外の物の所有は無意味 → 人生の旅も後半では荷
　物も軽く

・他人の行動を、寛容、忍耐、謙虚さの視点で観察 → 表面的な
　判断の二元性(善と悪、賢と愚など）を超越

時間定義の変化

世代間のつながりの認識

死生観の変化

神秘性の気づき

宇宙との一体感

自己との向き合い

自己中心性の低下
・自分が宇宙(集団）の中心にいるとの思い込みが変化
・自惚れではない適度の自信は必要（自尊心が低いのは問題）

・体のケアは怠らないが、若さに執着はしない。

・利己主義から利他主義への移行（特に男性にとって重要）

・人生はジグソーパズルの各ピースの全体集合 → パズルの微妙
　な状態(自我)の保持には、平穏さや孤独が果たす役割を認識

・人間関係が選択的になり、表面的な関係への関心が低下 →
　一人でいる時間の必要性が増加
・「撤退」ではなく、ポジティブな「孤独」を求める。

・役割は人生で必要なときもあるが、「変装」は老年的超越の発
　達を妨げるサイン
・自分らしくある（be oneself）ためには自信を持つこと

表１ 老年的超越の３つの次元とコードおよび内容

・Jungが「影」と呼ぶパーソナリティの隠れた側面（良い面も
　悪い面も）に気づく。
・これまで意識してこなかった自己中心性の気づき

・時間の定義が変化 → 直線から円環へ
・過去と現在の境界の超越 → 幼年時代への回帰
・人生の意味の振り返り → ときに和解（reconciling）の手段

・単体としての命 → 命のつながり(連鎖の視点へ変化）
・過去に生活を共にした人たちへの親近感の増加
・「遺伝子の鎖」は不死の証し

・死ぬような体験をすると死への恐怖心が消える。
・無意味な延命や苦痛を伴う死に方を恐れる。
・人生後半期での成熟は、生と死に対する新たな見方を喚起

・この世には人知や感覚を超えた未知なるものが多々ある。
・音楽や絵画によって言葉の壁を超越 → 生命の神秘に気づく。
・瞑想することで時間や空間の壁を超越する。

・大きな出来事 → 日常のささやかな体験へ(音楽や絵画など）
・自然の中での体験は宇宙との一体感を覚醒 → 自己と宇宙との
　障壁を超越する喜びを喚起

宇宙的次元

自己の次元

京都府立大学学術報告（公共政策）第 15 号
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生きた時代 幸福観 性格・自己観・人間観等 無為自然

年年齢齢：70代（B)、80代（C,D,E,F)
　　　　　、90代（A)

少少年年時時代代：：軍国教育一色。戦時中
は女学生も勤労動員、空襲・爆撃
を体験。戦後は厳しい食糧難、世
間の不公平と理不尽さ 。それ
でも世の中が明るくなりある種の
解放感を感じた人も(D)

青青年年時時代代：：外来語の禁止、楽しい
思い出は何もない 。教員にな
り 活動に参加 。全員職業
（商売、医院手伝い、宗教人、公
務員、教員）を持つ。

壮壮年年以以降降：：全員仕事、4人
（B,C,D,F)は地域活動に関わる。

振振りり返返っってて：：戦争は絶対ダメ、こ
んな時代は“もうコリゴリ”との
思いが身に沁みている。

４人（ は、家族・隣
人・友人との良き人間関係に、
さんは、自己解放感という内面的
な変化に幸福感を感じている。老
年的超越の「社会と個人との関係
の次元」（社会的因習からの決
別）に通じる。

　

・子供が家庭を持ってくれたこと
（A)
・かつて生活した土地への帰還に
際して、人も自然も温かく迎えて
くれたこと（B)
・宗教人なので人の幸福を考える
立場。人から慕われる人間であり
たい（C)
・年相応、体力に応じて楽しみを
見つけていく。良き人間関係
（B,D)
・ありのままの自分を見せること
ができるようになった自己解放感
（F)

人全員、対人関係では外向的
な態度が強く出ているように思わ
れるが、内向的な態度が隠れてい
る場合もある。歳を重ねるなか
で、自己の内面に意識が向かうと
いう人も（F）。

・楽天的。本も読み老いを受け入
れる心の準備はできていたつもり
だが難しいこと（A)
・人を差別しない。嫌なことは忘
れ、良いことだけ覚えておく。引
き受けた役は責任を果たす（B)
・優柔不断なのか、人から悪口を
言われることがない（D)
・この歳になって思う。人間は生
かされているんだと（F)
・宗教人なので人を生かすことを
考える（C)
・戦時中、ある先生の印象に残る
勇気ある行為、戦後教員となった
自分の心の支え（E)

孔子よりも老子に共感する
（ 。イメージは「すべてを含
む」「あるがまま」「がんばらな
い」（ 。悟りのレベルには未
だ遠し（ 。自然体もいいが能動
的に変えていくことが必要な場合
もある（C)

　
　

・「あるがまま」ということ（A)
・自然体でいい場合もあるが、積
極的に変えていくことが必要な場
合も（C)
・「がんばらない」には共感する
が、悟りは難しい（D)
・老子はすべてを含む。孔子はあ
まりにも道徳的（F）

年年齢齢：：70（K)、80（G,I,J,L)
　 　 、90代（H)

少少年年時時代代：：軍国教育一色。出征す
る父との寂しい別れ（ 、引き揚
げ時の恐怖体験（ 、農村では子
供も労働力（ 。戦後の厳しい
食糧難

青青年年時時代代：：戦中、農家への嫁入
り、家族関係に苦労（ 。戦後、
子供が生まれ、ようやく自分の人
生が実感（ 。英語教員になるた
め大学へ（ 、手に職をと看護学
校へ進んだ人（ 。全員職業（教
員、農業、公務員、会社員、看護
師）を持つ。

壮壮年年以以降降：：全員仕事。地域活動
（H,J)に関わる。

振振りり返返っってて：戦争は“もうコリゴ
リ”。戦争の悲惨さを孫に話して
いるという人（ 、 歳にして不
戦の思いから「女性の会」を立ち
上げ活動を始めた人も（H)

この歳まで来れたことに感謝し
つつ時々の状況に柔軟に処してい
くことで生の充実感（H,I,J）。

気の置けない仲間や思いを同じ
くする同好の士との交流に喜び
（J,K,L)。
　

・幸福感は文化を大事にする生活
のなかにある。今が一番幸せ（G)
・状況に応じて感じ方は変わるが
根っこは同じ。「十分に生きた」と
いう実感。今は幸せ（H)
・健康であること。自分の思いを
状況に合わせて変えることで喜び
につなげる（I)
・この歳まで来れたこと。自分ら
しく生きられればよい（J)
・便利になった今の生活、親しい
仲間との飲み会（K)
・仕事を無事に勤め上げたこと。
趣味や思いを同じくする友人との
交流（L)

外向的な人は、自分軸が振れる
ことなく相手の立場に立って考え
る傾向がみられる。内向的な人
は、周りをよく見て状況に応じて
自分軸を変化させていく。悟りに
近い死生観 天命）を持つ人も
（G)

・相手の立場に立って考え、自分
はどう生きるかを考える。頼まれ
た役は断らない（H)
・専門的なことでは外向的だが、
主張しすぎて対立することは好ま
ない（L)
・“そうなりたくない”と思う年寄り
にならないよう心掛け（I)
・角が立たないよう周りに気を使
う（J)
・生きることは死ぬこと、死ぬこ
とは生きること（G)

イメージは「なるようになる」
「がんばり過ぎない」「成り行き
に任せる」（ 。自然の力
に比べれば、人間の力はしれたも
ので、自分だけあがいてみても何
もできない（H)

　

・自然の力に比べれば、人の力な
んかしれたもの。なるようになる
（H)
・もう“がんばる”のは御免。で
きることだけをすれば、それでよ
い（I)
・できないことは、成り行きに任
せる。自分だけあがいてみても何
もできない（J)
・何事もがんばりすぎないよう心
がけている（L)

年年齢齢：80代（M,N,O,Q)、90代（P)

少少年年時時代代：：軍国教育一色。外地で
の裕福な生活（ 。内地では空
襲・爆撃の恐怖。天皇のために死
ぬことも覚悟（ 。戦後の厳しい
食糧難

青青春春時時代代：：戦後の戦争批判、世間
の変わり身の早さに違和感（ 。
病気で高校進学を断念（ 。洋裁
を学ぶため渡米（ 。勝敗だけに
こだわるスポーツに疑問（ 。全
員職業（会社員、公務員、障がい
者施設職員、研究者）を持つ。

壮壮年年以以降降：：仕事、ボランティア、
「居場所」を始めた人も（P)

振振りり返返っってて：あんな時代は“もう
コリゴリ”。戦後、世間の変わり身
の早さに違和感（ 。戦後の厳し
い時代のことを思えば少々のこと
は辛抱できる（M)。

戦争が終わって、自由に生きら
れる世の中に変わり、自らの意志
で人生を切り開いてこれたことの
充実感（M,N,O,P,Q)

家族や友人と仲良く過ごせるこ
とに喜び（M,N,Q)

　

・健康で束縛なく好きな時間を過
ごせること。今は一番幸せ（M)
・かつての仕事仲間との人間関
係。家族の心配事があったときの
ほうが幸せ感があった（N)
・夢を実現させた米国での生活、
親しいボランティア仲間。日々平
和に過ごせること（O)
・自由に生きられること。自著が
今も業界のテキストとして使われ
ていること（P)
・妻子が近くにいてくれること。
昔どおりのことを現在に望むこと
はない（Q)

外向的な人が多く、物事に対し
て柔軟性があり固執しない。若い
ときには内向的であった人が様々
な人生経験を積む中で外向的に変
化してきたのが特徴（O,P)

・くよくよしない、何があっても
しょうがない。明日になればまた
変わる（M)
・若いときは劣等感に落ち込むこ
ともあったが、渡米によって消
失。あれこれ考えない、なるよう
になる（O)
・若いときは内向的、年寄りに
なって外向的に。フレキシビリ
ティがあり、物事に固執しない
（P)
・人とのトラブルを避ける習性、
表立ったことはしない（N)
・神仏の力には懐疑的。この考え
が人生観の背後に（Q)

イメージは「手術台に乗った気
分」「あるがまま」（ 、「自然
体」（ 、「無理に頑張らない」
（ 。できなくなったことを嘆い
てもしょうがない。できる範囲で
楽しく、それで十分（O)

　

・手術台に乗った気分。「あるが
まま」（M)
・できなくなったことを嘆いても
しょうがない。できる範囲で楽し
く、それで十分（O)
・若いときに荘子に共鳴、自然体
が良い（P)
・若い頃のようにはできない。無
理して頑張る必要はない（Q)

　　　　　　（注）矢印の上段は、下段の発話内容（要約）をさらに縮約したものを示す。（ ）内の記号は研究協力者のID。

表２　類型ごとの事例―コード・マトリックス総括表

Ⅰ

(低ＳＷＢ・
低東洋的見方

群）

Ⅲ

(高ＳＷＢ・
低東洋的見方

群）

Ⅱ

(中ＳＷＢ・
高東洋的見方

群）

類 型
コード（概念的カテゴリー）

「老年的超越」をめぐる文化・心理・社会的関連要因に関する研究（第Ⅱ部）
―「東洋的見方」が及ぼす影響を中心にして―
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　　　　　　（注）矢印の上段は、下段の発話内容（要約）をさらに縮約したものを示す。（ ）内の記号は研究協力者のID。

Ⅰ

(低ＳＷＢ・
低東洋的見方

群）

Ⅲ

(高ＳＷＢ・
低東洋的見方

群）

Ⅱ

(中ＳＷＢ・
高東洋的見方

群）

類 型

自然・芸術に共感する心 回想 人生の危機 無常観・死生観

自然が好きで芸術的なことに関
心を持つ人が多い 全員）。歳と
ともに芸術への共感力が増してき
たという人（ 、演奏のテク
ニックより一生懸命に演じようと
する姿に感銘を受けるようになっ
たという人も（F)

　

・自然や花が好き。白い雲は変化
があって見飽きない（A)
・自然が好き、丹後の海には励ま
される（B)
・芸術に関心。老いてなお熟成さ
せていく心境（C)
・芸術に共感する心は増してきた
（D)
・子供の頃の自然につながる体験
は、自分の考え方にも影響（E)
・若いときは演奏のテクニックに
感動、今は一生懸命やろうとする
心に感銘（F)

過去回想が主で未来志向的な回
想ではない。

　

・ 歳の子供を亡くしたこと、親
しい友人を亡くしたこと。時々思
い出すが悲しい（D)

３人（ ）ががんなどの重
篤な病気を経験、２人（ が子
供の死・瀕死の事故で人生の危機
を経験している。

障がい者になったことで、人に
助けられること、おかげ様を実感
するようになったという人（C)

    重重篤篤なな病病気気
・色々あった ２回の大手術）と
言われるが思い出せない。子供が
いたから乗り越えられた（A)
・がんの手術。障がい者になった
ことで、人に助けられ“おかげ
様”を実感（C)
・脳内出血で 週間記憶を喪失。
高齢になってからもがんを経験
（D)
　人人生生のの危危機機
・５歳の娘を亡くした経験（B)
・子供がケニアで学術調査中にひ
き逃げに遭いロンドンで緊急手
術、自分も死を覚悟（F)

無 常 観 に つ い て は 、 ３ 人
（ が共感を示す。死生観に
ついては、宗教者の さんは明快
であるが、 さんはまだ死を受容
していない。“どう生きたか”に関
心がある。

　　無無常常観観
・無常感がないと人は生きていけ
ない。事故死の可能性は覚悟（B)
・病気を受け入れる覚悟はできて
いる。「風にそよぐ葦」のような
生き方をしてきたので、今さら人
生観は変わらない（D)
・どんなにお金があっても、必ず
人間は死ぬ（F)
　死死生生観観
・死は受け入れるよりしょうがな
いが、あの世は未知で不安（A)
・死んだら仏になる。人は神仏の
加護で助けられている（C)
・まだ死を受け入れてはいない。
生きてることに感謝。魂は残され
た人の記憶に残るので、ちゃんと
生きなければ（F)

自然を好み芸術に関心を持つ人
が多い。木や花など身近な自然と
の対話に喜びを感じるという人
（ 。年とともに芸術的なものへ
の共感力が増してきた人（ 。若
い頃は洋楽に関心、今は日本的な
もののほうが気持ちが落ち着く人
（ 。お気に入りの詩集を読み返
すと、その頃の情景に心が動かさ
れる人（L)
　

・日本の自然に対する親近感。歳
とともに芸術的なものへの共感力
が増す（G)
・自然はいい。山があり、木があ
り、花があり、対話できる（H)
・若い頃は洋楽に関心、今は日本
的なものに心が落ち着く（I)
・若い頃から詩や文学に関心。好
きな詩集を読み返すと、当時の情
景が蘇り心が動かされる（L)

過去回想が主であるが（
回想に否定的な人（ 、 さんの
ように未来志向的な回想をする人
も。

　

・子供の頃、みんなと仲良く遊ん
だ楽しい思い出（H)
・忘れたらよいのにと思うが、苦
しかったこと（I)
・今さら過去へは戻れない（J)
・戦争で苦しかった時代があった
ことを孫に話す（L)

重篤な病気を経験した人は２人
（ 。共に危機の経験により人
生観が変化。 さんは、健康のあ
りがたみを実感し氏神さんに参る
ことが日課に。 さんは、四国霊
場巡りで生き方がプラスの方向に
変化。

　　重重篤篤なな病病気気
・ 代で 年近く入院。病気に
なったことで色々と思うところ
が。以来、健康のために氏神さん
に参ることを日課に（H)
・顔面手術の経験、完治後３年か
けて四国霊場巡り。人生観がプラ
スの方向に変化（K)

３人（ が無常観に共感を
示す。死生観についても死は天命
として受け入れており恬淡とした
ところがある。 さんは、他者と
つながる魂の存在を感じている。

　　無無常常観観
・生まれたものはすべて死ぬ。天
国か地獄か、考えてもしょうがな
い（G)
・ 歳より長くは生きられな
い。形はなくなるが、他者とつな
がる魂の存在は感じる（H)
・死ぬと「無」になるのは仕方な
い。受け入れられると思う（L)
　死死生生観観
・草引きをしながらパタッと死ぬ
のが理想。亡き主人が近くにいる
気がする。感謝（I)
・この世は仮の宿。縁があって居
るだけ。死は、それほど深刻に考
えることではない（J)

演芸、音楽、アートを楽しむ人
が多い。この歳になって、本が好
きになったという人（ 、わから
んなりに、ぼんやりと邦楽や洋楽
を聴いているという人も（F)

　

・もともと芸能好き。月に一度は
演芸を聞きに行く（M)
・若い頃からアートに関心。展覧
会によく行く。この歳になって、
本が好きに（O)
・若い頃は絵画に関心。今はわか
らんなりに、ぼんやりと邦楽や洋
楽を聴いている（P)
・昔は展覧会に行ったが、体調を
崩してからは行けてない（Q)

過去回想が主で未来志向的な回
想はない。

　

・意識的に楽しかったことを思い
出すようにしている。未来指向の
回想はしない（O)
・子供の頃の思い出を折に触れ懐
かしんでいる程度（P)
・過去のことを思い出しても、今
さらどうしようもない（Q)

２人（ 、 は、がんによる手
術の経験があり、 さんは、ある
種の覚悟ができており今を生きる
こと楽しんでいる。 さんは、術
後 年近くになるが再発もなく医
者が驚く逞しさ。

　　重重篤篤なな病病気気
・大腸がんの手術。健康のありが
たさを実感。いつ何があっても
しょうがないと思える。好きなこ
とをしたい（M)
・ 代でがんの宣告。諦めかけて
いた医者を“もっと勉強してく
れ”と鼓舞（Q)

死 生 観 に つ い て は 、 ⒋ 人
（ に違いがあるが、死ん
だら無になるという さん、好奇
心がありこの世の行く末を見届け
たいという さん、ぼちぼち神仏
に頼ることも考えなければという
さん。時が来れば死を受容する

態度は、おおむね共通している。

　　
　　無無常常観観
・まだ、考えていない（N)
　死死生生観観
・死んだらお終い。なるべくなら
長生きしたい。魂の存在を考えた
ことはない（M)
・ 年ほど前は死を怖く感じた
が、今は何とも思わない。自然に
死を迎えられると思う（O)
・いずれ死ぬことはわかっている
が、好奇心があるのでこの世の行
く末を見届けたい（P)
・歳をとったので、少しは神仏に
頼らないかんのかとも思う（Q)

コード（概念的カテゴリー）

京都府立大学学術報告（公共政策）第 15 号
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　　　　　　（注）矢印の上段は、下段の発話内容（要約）をさらに縮約したものを示す。（ ）内の記号は研究協力者のID。

Ⅰ

(低ＳＷＢ・
低東洋的見方

群）

Ⅲ

(高ＳＷＢ・
低東洋的見方

群）

Ⅱ

(中ＳＷＢ・
高東洋的見方

群）

類 型
宇宙的感覚
(命の連鎖）

共時的体験
(夢と現実の一致）

時間認識 空間認識

母性的な愛の象徴として例示し
た「月」に親近感を覚えると答え
た人が４人（ 、光と闇の
象徴としての「太陽」と答えた人
は０であった。

宇宙を連続体と捉える東洋的な
宇宙観を持つ人も（C,F)

　月月にに親親近近感感
・夜空に浮かぶ月は不思議（A)
・月や星を見ると心が安らぐ（B)
・他に（D),(F)
　太太陽陽にに親親近近感感
・なし
　　宇宇宙宙観観
・神は宇宙に存在するもの。宇宙
に包まれている感覚がある（C)
・無神論者だが、人智の及ばない
ものもあると思う（D)
・人間は宇宙の一員、宇宙とは一
体のもの（F)

共時的体験を有するのは さん
のみ。

　

・息子がケニアで事故に遭う前々
日に赤ちゃんになっている夢をみ
た。３日後に事故の知らせがき
た。偶然には意味があると思う。

３人（ は、現在＞過去＞
未来と現在を重視する傾向があ
り、次いで過去、遠い未来のこと
はわからないという。 さんは、
過去・現在・未来は連続的なもの
で「境」はないという。

　

 A：過去のことも、現在のことも
    すぐに忘れる。未来はない。
 B：過去・現在・未来の間に境界
    はないと思う。
 C：現在＞過去＞未来。過去は苦
    労した思い出。未来はわから
    ない。
 D、F：現在＞過去＞未来

さんを除いて４人は中景（地
域や文化）を重視する傾向があ
り、次いで近景（自分や家族）、
遠景（神仏や宇宙）は近景と同程
度または近景より小さい。これら
の 人は、現在も地域活動に関わ
りを持つ。

近景と遠景が同程度と答えた２
人（ ）と さんは、宇宙や魂の
存在を肯定または否定はしない。

　

 A：見当識障害あり
 B：中景を重視
 C：中景＞近景・遠景
 D：中景＞近景・遠景
 F：中景＞近景＞遠景

月に親近感を覚える２人（
は、人生の投影や神秘性に、太陽
に親近感を覚える２人（ は、
エネルギーの源として、また光と
影の二元性に惹かれる。

さんは、東洋的な宇宙観を持
つ。 さんは宇宙の象徴として太
陽を捉えている。

　月月にに親親近近感感
・自分の人生までもが投影されて
いるように感じる（H)
・星の神秘性、夜空を見上げるこ
とが多くなった（J)
　太太陽陽にに親親近近感感
・農業をしているので太陽ととも
に生きている（I)
・光と影に惹かれる。生き生きと
している（L)
　　宇宇宙宙観観
・インドの思想では、宇宙は陰陽
が関係。その大きさは脳の判断の
結果（G)
・赤い太陽に宇宙を感じる（H)

共時的体験を有する人はいな
い。

今をどう生きるかに関心があり
現在を重視する傾向がある。過去
については評価が分かれ、最も重
視しているのは さん、 さんは現
在と同レベルで関心があり、見な
いようにしているのは さん。未
来については、３人（ は関
心が低い。 さんは時間の実体は
「無」と哲学的な捉え方をしてい
る。

　

 G：過去・現在・未来は脳の
　  判断によるもので実体は
   「無」
 I: 過去＞現在＞未来
 J: 現在をどう生きるかに関心、
    過去は見ないようにしてい
    る。この歳で未来はない。
 K：現在＞過去・未来
 L：現在・過去＞未来

３人（ ）が近景＞中景＞
遠景となっており、自分や家族の
ことについて最も関心が高く、次
いで、地域や文化、神仏や宇宙に
ついては関心が低い。

中景に最も関心が高い２人
（ ）は、地域との関わりが深
い。

　

 H：中景＞近景・遠景
 I：近景＞中景＞遠景
 J：中景＞近景＞遠景
 K：近景＞中景＞遠景
 L：近景＞中景＞遠景

月に親近感を覚える人は２人
（ 。 さんは、「静」をイ
メージするが母性愛を感じること
はない。２人（ は太陽に親近
感を覚える。

東洋的な宇宙観を持つ人はいな
いが、 さんは、身近な経験とし
て“見えないもの”の気配を感じる
ことがある。

　月月にに親親近近感感
・静かな印象。しかし母性愛を感
じることはない（Q)。他に（O)
　　太太陽陽にに親親近近感感
・（M)、(N)
　宇宇宙宙観観／／見見ええなないい世世界界
・宇宙とのつながりを感じること
はない（M,O)
・星を見て宇宙的な感慨にふける
ことはないが、歩いているとき、
一人のときに、ふと肩を叩かれた
ように感じることがある（P)
・見えない世界には懐疑的（Q)

共時的体験を有するのは さん
のみ。

　

・父の死も母の死も事前に夢で
知った。母のときは、華やかな花
の夢をみた。女の声で「お母さん
が死ぬよ」と聞こえてきた。する
と兄から電話がかかってきた。父
のときは、棺に入れる花が夢に出
てきて、死を知らせてきた。

３人（ は現在を重視する
傾向を示すが、過去と未来の捉え
方が異なる。未来と過去を同じよ
うに重視するのが さん、過去を
重視するのが さん、未来を重視
するのが さん。過去を最も重視
する さんは、 歳であり未来は
ないという。

さんは、時々に合わせて身を
任せてきたので、そのような時間
認識はないという。

　

 M: 過去・現在・未来を意識する
　  ことはない。
 N：現在＞未来・過去
 O：現在＞過去＞未来
 P: 過去＞現在、未来はない
 Q：現在＞未来＞過去

２人（ ）が中景＞近景＞遠
景となっており、自分や家族のこ
とよりも地域や文化により関心が
高い傾向を示す。

近景に最も関心が高い人が２人
（ ）、重篤な病気（がん）の
経験を有する。

遠景に最も高い関心を持つ さ
んは、海外ボランティアにも参加
し、平和に過ごせる今の生活に幸
福を感じている。

　

 M：近景あっての中景
 N：中景＞近景＞遠景
 O：遠景＞中景＞近景
 P：中景＞近景＞遠景
 Q：近景＞中景＞遠景

コード（概念的カテゴリー）
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２．分析
2.1　事例分析
　本節では、２次元のマトリックス表および表２を用い、３つの類型ごとに事例分析を行った結
果について述べる。ここでの内容として第１は、量的データとして収集された背景的変数（属性
等）、および老年的超越、東洋的見方、主観的幸福感の下位尺度得点 *8 について類型ごとに整理を
行い、クラスター分析の結果（N=237 人の全体平均）と比較すること。第２は、12 項目のコー
ド（概念的カテゴリー）ごとに、類型ごとの特徴を集約して記述することである。なお、類型の
属性（…SWB ・ …東洋的見方群）としては、クラスター分析で用いたものをそのまま当ててい
るが、これは、主観的幸福感と東洋的見方を基準変数として類分けした結果であり、以降で明ら
かとなるように、質的データと組み合わせることによって、単なる２次元（主観的幸福感と東洋
的見方）では捉えきれない研究協力者の「生きざま」にかかわる意味深い側面が浮き出てくるこ
とに留意が必要である。

　2.1.1　類型ごとの特徴
　（1）類型Ⅰ：低 SWB*9・低東洋的見方群（対象者 *10A ～ F さん）
　　a. 量的データの分析
　背景的変数（属性等）*11　対象者６人のうち性別は、男性１人・女性５人、平均年齢は 85.8 歳

（範囲 75―92 歳）、配偶者は「あり」２人・「なし」４人、教育歴は「中等教育」２人・「高等教
育」４人である。活動性については、交流頻度は 8.5 人／月、活動性指標は 11.0、健康度は「健康」
４人・「不健康」２人、暮らし向きは６人とも「普通」、重篤な病気の経験は６人のうち３人が「あ
り」となっている。
　老年的超越 *12　図２に示すように、男性 84 歳の D さん以外は、クラスター１（n=81 人）の平
均得点（36.08）および全体平均（38.80；N=237 人）よりも高い。この点はクラスター分析の結果（老
年的超越平均得点に関してクラスター１は低位；以下、類型Ⅱ、類型Ⅲの記述では「…に関して」
を略す）とは異なる。
　東洋的見方 *13　図３に示すように、女性 92 歳の A さん、男性 84 歳の D さん以外は、クラスター

*8　事例分析およびコード分析では、老年的超越と東洋的見方の得点として下位尺度の単純加算値を指
標に用いたが、老年的超越については、増井他（2019）の研究でも８つの下位尺度の合計点が用いられ
ている。
*9　Subjective well-being（主観的幸福感）の略語で、本研究では測定に PGC モラール・スケールを用いた。
*10　対象者（17 人の研究協力者を ID 記号で表示）は、量的研究のクラスター分析の結果にもとづき３
つの類型に分類されている。
*11　個別のデータは添付していないが、性別・年齢については、本文および図５〜図７に示している。
*12　量的研究での考察にもとづき、６つの下位尺度（ありがたさの認識、内向性、宗教・スピリチュアル、
基本的肯定感、利他性、無為自然）を用いた。
*13　量的研究での考察にもとづき、「〈老い〉に対する東洋的態度」の５つの下位尺度（〈老い〉の知恵、
自然への親近感、〈老い〉の深まり、内面への旅、不二性）を用いた。
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１の平均得点（39.98）より高いが、全体平均（42.89）との比較では、女性 88 歳の E さんがわ
ずかに下回っており、クラスター分析の結果（東洋的見方平均得点に関してクラスター１は低位；
前掲）とおおむね合致する。
　主観的幸福感　図４に示すように、女性 75 歳の B さん以外はクラスター１の平均得点（8.49）
より高いが、全体平均（12.41）との比較では、B さんに加えて女性 92 歳の A さん、男性 84 歳
の D さん、女性 88 歳の E さん、女性 88 歳の F さんが低い値となっており、クラスター分析の
結果（主観的幸福感平均得点に関してクラスター１は低位；前掲）とおおむね合致する。

　　b. 質的データの分析
　生きた時代　70 歳代が１人、80 歳代が４人、90 歳代が 1 人であるが、この人たちにとって、少年・
少女時代は軍国教育一色で、外来語が禁止されるなど楽しい思い出は何もない。戦時中は女学生
も勤労動員され、また、88 歳女性の E さんは、子供が目の前で機関銃で殺されるのを目撃する
など空襲や爆撃の恐怖も体験した。92 歳女性の A さんは、終戦直後は厳しい食糧難で食べるも
のがなく、野草のようなものまで食材として摘みにいった記憶がある。そんな時代でも、あると
ころには（食べ物が）あるもので世の中の不公平さ・理不尽さを感じたと話す。また 84 歳男性
の D さんは、戦後は精神文化が否定され行き過ぎもあったが、科学的になり世の中が明るくなっ
た印象もあったと話す。
　青年時代以降は、６人全員が職業（商売、医院手伝い、宗教人、公務員、教員）に従事してお
り、うち５人（B,C,D,E,F さん）は、現在でも積極的に地域活動にも関わりをもっている。
　生きた時代を振り返ってみて、全員共通して話すのは、「戦争は絶対ダメ。こんな時代はもう
コリゴリ」との思いである。
　幸福観　４人（A,B,C,D さん）は、家族や友人、居住している地域の人たちとの良き人間関係
に幸福を感じている。また 88 歳女性の F さんは、ありのままの自分を見せることができるよう
になったという自己解放感に幸福を感じている。この点は、老年的超越理論の３つの次元 *14 のう
ち「社会と個人との関係の次元」に含まれる〈社会的因習からの決別〉に通じる。
　性格・自己観・人間観等　６人全員、対人関係では外向的な態度が強く出ているように思われ
るが、その陰には内向的な態度（自己の内面へと向かう意識の変化）が隠れているようにもみえ、
単純な二元化には注意が必要である *15。特に 88 歳女性の F さんは、「自由に育ったため人の気持
ちがわからなかった。この歳になって人間は生かされている

4 4 4 4 4 4 4

ということをしみじみと思うように
なった」と話す。この点は、老年的超越理論の「自己の次元」に含まれる〈自己との向き合い〉や、
JGS-R の下位次元に含まれる「宗教もしくはスピリチュアルな態度」に通じる。また、宗教人の

*14　表１による。なお、本稿におい「老年的超越理論の３つの次元」といえば、この表で整理したもの
を指す。
*15　ここでは本人の回答にもとづきタイプ分けを行っているが、ユングはすべての人が外向と内向、両
方の資質を備えていると指摘している（河合，1967）。
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88 歳女性の C さんは、「人は自分で自分の欠点はわからない。人から言われて反省するもの」と
話し、同じく 88 歳女性の E さんは、戦時中に出会ったある先生の印象に残る勇気ある振る舞いが、
戦後教員となった自分の心の支えとなっていると話す。
　無為自然　この言葉から連想される共通のイメージは、「あるがまま」「がんばらない」といっ
たところであるが、84 歳男性の D さんは、「がんばらないに共感はするが、坊さんのような悟り
は難しい」という。一方、宗教人の 88 歳女性の C さんは、「自然体もいいが、能動的に変えて
いくことが必要な場合もある」と考えている。学生時代に『老子』を勉強した 88 歳女性の F さ
んは、「老子はすべてを含んでいる。この点で孔子より老子に共感する」という。
　自然・芸術に共感する心　６人全員、自然が好きで芸術的なことにも関心がある。88 歳女性
の C さん、84 歳男性の D さんは、歳とともに芸術への共感力が増してきたという。また 88 歳
女性の F さんは、若いときは演奏のテクニックに感動していたが、今は一生懸命に演奏しよう
とするその姿に感銘を受けるようになったという。この点は老年的超越理論の「社会と個人との
関係の次元」に含まれる〈平凡にして深い知恵の獲得〉に通じる。
　回想　84 歳男性の D さんは、1 歳の子供を亡くしたときのこと、また、親しい友人を亡くし
たときのことを時々思い出すが、このような過去の回想は悲しいもので、未来志向的な回想をす
ることはないと話す。
　人生の危機　６人のうち３人（A,C,D さん）が、がんなどの重篤な病気を経験している。「人
生の危機」ということでは、75 歳女性の B さんは５歳の娘を亡くした経験、88 歳女性の F さん
は、子供が学術調査で滞在していたケニアでひき逃げに遭い、ロンドンで緊急手術をしたときの
途方に暮れた経験を話した。また、宗教人の 88 歳女性の C さんは、がんによる手術で障がい者
になったことで人の助けを借りるようになり、おかげさま

4 4 4 4 4

を実感するようになったと話す。なお、
92 歳女性の A さんは、（家族によると）２回の大手術を経験しているにもかかわらず、今はそ
のことを思い出せない。
　無常観・死生観　無常観については、３人（B,D,F さん）が共感を示す。死生観については、
宗教者の 88 歳女性の C さんは「死んだら仏になる。人は神仏の加護により助けられている」と
明快であるが、88 歳女性の F さんは、「まだ死を受け入れてはいない。生きていることに感謝し
ている」と話し、魂は残された人の記憶に残るので「ちゃんと生きなければ」と考えている。84
歳男性の D さんは、「風にそよぐ葦」のような生き方をしてきたので今さら人生観は変わらない
と話す。また 92 歳女性の A さんは、「死は誰にでも訪れるもので受け入れるよりしょうがないが、
あの世はどんな所かわからないので不安だ」と話す。
　宇宙的感覚（命の連鎖）　４人（A,B,D,F さん）が、一体性（母性的な愛）の象徴として例示
した「月」に親近感を覚えると答えた。二元性（光と闇）の象徴として例示した「太陽」に親近
感を覚えると答えた人はいなかった。宗教者の 88 歳女性の C さんは、「神は宇宙に存在するも
ので、自分には宇宙に包まれている感覚がある」と話す。88 歳女性の F さんも、「人間は宇宙の
一員で一体のもの」と考えている。この２人（C,F さん）は、地上と宇宙を時空の連続体と捉え
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る東洋的な宇宙観をもっている。
　共時的体験（夢と現実の一致）　このような体験を有するのは、６人のうち 88 歳女性の F さ
んのみである。「息子がケニアで事故に遭う前々日に赤ちゃんになっている夢をみた。３日後に
事故の知らせがきた。偶然には意味があると思っている」と話す。
　時間認識　簡易なサークル・テストを実施した結果、サークルの大きさでは、３人（C,D,F さん）
は、現在＞過去＞未来と、「現在」を重視する傾向があり、次いで「過去」、遠い「未来」のこと
はわからないという。92 歳女性の A さんは軽い認知症の症状があり、（近い）過去や現在のこ
とについても記憶に残っていないという。ましてや未来のことを考えることはない。また 75 歳
女性の B さんは、過去・現在・未来は連続的なもので、それぞれに「境」はないという。この
点は、老年的超越理論の「宇宙的次元」に含まれる〈時間定義の変化〉に通じる。
　空間認識　簡易なサークル・テストを実施した結果は、92 歳女性の A さんを除いて４人

（B,C,D,F さん）は、「中景」（地域や文化）を重視する傾向があり、次いで「近景」（自分や家族）、
「遠景」（神仏や宇宙）は「近景」と同程度、または「近景」より小さい。この４人は、現在も地
域活動に関わりをもつ人たちである。「近景」と「遠景」が同程度と答えた２人（C,D さん）と
F さんは、宇宙における魂の存在を肯定する（否定はしない）。

　まとめ
　６人（男性１人、女性５人）の平均年齢が 85.8 歳と３つの類型のなかでは一番高い。老年的
超越に関しては、クラスター分析の結果（クラスター１は低位）とは異なるが、６人のうち５人
が女性であること、年齢が 1 人を除いて 80 歳以上であることによるものであろう。東洋的見方
に関しては、クラスター分析の結果（クラスター１は低位）と大きくは違わない。主観的幸福感
に関しては、類型Ⅰの得点が総じて低いのはクラスター分析の結果（クラスター１は低位）とも
おおむね合致するが、インタビュー時の印象からすると、３人（B,E,F さん）の得点が低いのは
実態と大きく乖離しているように感じられる。
　コード（概念的カテゴリー）に関しては、類型Ⅰの年齢幅が 75―92 歳と広いことなどから、
その特徴を一括りで表すことは難しいが、共通項を軸にまとめると、おおよそ以下のようになる
であろう。
　まず生きた時代である。おおむね共通するのは、①少年・少女時代は軍国教育一色で楽しい思
い出はなく、終戦直後の厳しい食糧難を経験していること、②全員職業に就いていたこと、③困
難な時代を生き延びてきた逞しさがあること、④戦争は絶対ダメとの強い思いをもっていること、
⑤今でもボランティア等で社会と関わりをもっていること――である。
　幸福観については、家族や友人、地域の人たちとの良き人間関係を挙げる人が多い。F さんの
ように自己解放感を挙げる人もあり、老年的超越理論の「社会と個人との関係の次元」に含まれ
る〈社会的因習からの決別〉に通じる。
　性格・自己観・人間観等については、外向的な側面が強く出ているが、F さんの「この歳になっ
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て人間は生かされている
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

と感じる」という点は、老年的超越理論の「自己の次元」に含まれる〈自
己との向き合い〉や、JGS-R の下位次元を構成する「宗教もしくはスピリチュアルな態度」に通
じる。
　無為自然の共通するイメージは「あるがまま」「がんばらない」であるが、C さんのようにポ
ジティブな捉え方をする人もいる。
　６人全員、自然が好きで芸術的なことにも関心があり、歳とともに芸術への共感力が増してき
た。F さんは、演奏のテクニックより一生懸命に演奏しようとする姿に感銘を受ける。老年的超
越理論の「社会と個人との関係の次元」に含まれる〈平凡にして深い知恵の獲得〉に通じる。　
　D さんは、子供や親しい友人を亡くしたときのことを時々思い出すが、未来志向的な回想をす
ることはない。
　３人が、がんなどの重篤な病気を経験している。特にCさんは、自身が障がい者になったことで、
おかげさま
4 4 4 4 4

を実感するようになった。B さんは５歳の娘を亡くした経験、F さんは子供がケニア
でひき逃げに遭い途方に暮れた経験をもつ。ほぼ全員が何らかの人生の危機を経験している。
　３人が無常観に共感を示すが、死生観については個々人で異なる。C さんは「死んだら仏にな
る」と明快であるが、F さんは「魂は残された人の記憶に残るので、ちゃんと生きなければ」と
考えている。A さんは、死を受け入れつつも未知なるが故の不安を覗かせる。
　４人が「月」に親近感を覚えたが、「太陽」に親近感を覚える人はいない。C さんは「自分は
宇宙に包まれている」、F さんも「人間は宇宙の一員で一体のもの」と感じており、この２人は
東洋的な宇宙観をもっている。
　時間認識については、３人は「現在」を重視する傾向があり、次いで「過去」、遠い「未来」
のことはわからない。B さんの「過去・現在・未来は連続するもので境はない」との考え方は、
老年的超越理論の「宇宙的次元」に含まれる〈時間定義の変化〉に通じる。
　空間認識については、４人は「中景」（地域や文化）を重視する傾向があり、次いで「近景」（自
分や家族）、「遠景」（神仏や宇宙）は「近景」と同程度か、または「近景」より関心が低い。「近
景」と「遠景」が同程度と答えた２人（C,F さん）は、東洋的な宇宙観をもち魂の存在を肯定する。

　（2）類型Ⅱ：中 SWB・高東洋的見方群（対象者 G ～ L さん）
　　a. 量的データの分析
　背景的変数（属性等）　対象者６人のうち性別は、男性３人・女性３人、平均年齢は 83.8 歳（範
囲 79―94 歳）、配偶者は「あり」３人・「なし」３人、教育歴は「中等教育」３人・「高等教育」
３人である。活動性については、交流頻度は 13.8 人／月、活動性指標は 12.3、健康度は６人全員「健
康」、暮らし向きは「普通」５人・「ゆとりあり」1 人、重篤な病気の経験は６人のうち２人が「あ
り」となっている。
　老年的超越　図２に示すように、女性 94 歳の H さん以外はクラスター２（n=79 人）の平均
得点（42.62）を下回っている。また、全体平均（38.80；N=237 人）との比較でも、男性 81 歳
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の J さん、男性 79 歳の K さん、女性 82 歳の L さんは下回っており、このことはクラスター分
析の結果（クラスター２は高位）とは異なる。
　東洋的見方　図３に示すように、女性 94 歳の H さん、女性 81 歳のＩさん、女性 82 歳のＬさ
んは、クラスター２の平均得点（49.32）より高い。全体平均（42.89）との比較では、加えて男
性 86 歳のＧさん、男性 81 歳の J さんの得点が高い。男性 79 歳の K さん以外は総じて得点が高く、
このことはクラスター分析の結果（クラスター２は高位）と合致する。
　主観的幸福感　図４に示すように、男性 86 歳の G さん、女性 94 歳の H さん、女性 81 歳のＩ
さんは、クラスター２の平均得点（13.73）より高い。全体平均（12.41）との比較では、加えて
男性 81 歳のＪさんの得点が高い。６人の得点のバラツキは大きいが、傾向としてはクラスター
分析の結果（クラスター２は中位）と合致する。

　　b. 質的データの分析
　生きた時代　70 歳代が１人、80 歳代が４人、90 歳代が１人であるが、少年・少女時代は戦争
一色で、３回目の出征となる父親との寂しい別れを経験した人（L さん）、釜山からの引き揚げ
で魚雷の恐怖を経験した人（I さん）、また、農村でも労働力不足でとにかくよく手伝わされた
と話す人もいた（J,K さん）。94 歳女性の H さんは、女学校が終わってすぐに女中に出され、そ
の後も父に言われるまま農家に嫁入りし大家族の下で苦労した経験を話す。
　終戦直後は厳しい食糧難で食べるものに苦労したが、81 歳男性の J さんは、ある種の解放感
もあったという。戦争が終わって子供も生まれ、ようやく自分の人生が実感できるようになって
両親に感謝しているという 81 歳女性の I さん、英語教員になるため大学の英文科へ進学した 86
歳男性の G さん、これからの時代は女性も手に職をと看護学校へ進んだ 82 歳女性の L さん。こ
れらの人たちは、いわゆる戦後の民主主義教育を体験した人たちである。
　青年時代以降は、６人全員が職業（教員、農業、公務員、会社員、看護師）に従事しており、
うち２人（H,J さん）は現在でも積極的に地域活動に関わりをもっている。
　生きた時代を振り返ってみて共通して話すことは、「戦争はもうコリゴリ、嫌な思い出ばかり」。
82 歳女性の L さんは、自分が経験した戦争の悲惨さを孫にきっちりと伝えておくことが大切だ
という。また、94 歳女性の H さんは 80 歳になったとき、戦争を経験した者の一声が必要と思っ
て「女性の会」を立ち上げ活動を始めた。
　幸福観　３人（H,I,J さん）は、健康でこの歳まで生きてこれたことに感謝（十分に生きた）
しつつ、時々の状況に柔軟に対処していくことで生の充実感を感じている。また３人（J,K,L さ
ん）は、気の置けない仲間や思いを同じくする同好の士との交流に喜びを感じている。特に 82
歳女性の L さんは看護師としての仕事を無事に勤め上げたことに幸福を感じている。ほぼ全員、
今が一番幸せだという。
　性格・自己観・人間観等　外向的な人（H,L さん）は、自分軸が振れることなく相手の立場に
立って考える傾向がみられる。内向的な人（I,J さん）は、周りをよく見て状況に応じて自分軸

「老年的超越」をめぐる文化・心理・社会的関連要因に関する研究（第Ⅱ部）
―「東洋的見方」が及ぼす影響を中心にして―



− 148 −

をしなやかに変化させていく。86 歳男性の G さんのように、悟りに近い死生観（死は天命）を
もつ人もいる。
　無為自然　この言葉のイメージは、「なるようになる」「がんばり過ぎない」「成り行きに任せる」

（H,I,J,L さん）。94 歳女性の H さんは、「自然の力に比べれば、人間の力はしれたもので、自分だ
けあがいてみても何もできない」と達観している。
　自然・芸術に共感する心　自然を好み芸術に関心をもつ人が多い。木や花など身近な自然との
対話に喜びを感じるという 94 歳女性の H さん。歳とともに芸術的なものへの共感力が増してき
た 84 歳男性の G さん。若い頃は洋楽に関心があったが、今は日本的なもののほうが気持ちが落
ち着くという 81 歳女性の I さん。82 歳女性の L さんは、お気に入りの詩集を読み返すと、その
頃の情景が蘇ってきて心が動かされると話す。これらの点は、老年的超越理論の「宇宙的次元」
に含まれる〈神秘性の気づき／宇宙との一体感〉に通じる。
　回想　過去回想が主であるが、94 歳女性の H さんは子供の頃の楽しい思い出、81 歳女性の I
さんは忘れたいが苦しかったこと、81 歳男性の J さんは過去を回想したところで今さら戻れな
いという。82 歳女性の L さんは、「戦争で苦しかった時代があったことを孫に伝える」と話して
おり、未来志向的な回想といえる。
　人生の危機　重篤な病気を経験した人は２人（H,K さん）だが、ともにこのような危機の経験
により人生観が変わったという。94 歳女性の H さんは、健康のありがたみを実感し氏神さんに
参ることが以来日課になっている。79 歳男性の K さんは、完治後３年かけて四国霊場巡りを行
い人生観がプラスの方向に変化したという。
　無常観・死生観　５人（G,H,I,J,L さん）は、「死は天命」として受け入れられる（あるいは、
受け入れられると思う）と話し、どこか恬淡としたところがある。少年・少女時代とはいえ、こ
の人たちの戦争経験が背景にあるのかもしれない。94 歳女性の H さんは、「死ねば形はなくなる
が、他者とつながる魂の存在は感じる」と話す。この点は、老年的超越理論の「宇宙的次元」に
含まれる〈世代間のつながりの認識〉に通じる。
　宇宙的感覚　「月」に親近感を覚える２人のうち、94 歳女性の H さんは、自分の人生が投影さ
れているように感じ、81 歳男性の J さんは、その神秘性に惹かれ夜空を見上げることが多くなっ
たという。「太陽」に親近感を覚える２人のうち農業を営む 81 歳女性の I さんは「太陽とともに
生きている」と話し、82 歳女性の L さんは「太陽は生き生きとしており、その光と影に惹かれる」
という。84 歳男性の G さんは東洋的な宇宙観をもっており、94 歳女性の H さんは、「太陽」を
宇宙の象徴として捉えている。
　共時的体験（夢と現実の一致）　６人のうち共時的体験を有する人はいない。
　時間認識　おおむね今をどう生きるかに関心があり、サークルの大きさでは「現在」を重視す
る傾向があるが、「過去」については評価が分かれる。「過去」を最も重視しているのは 81 歳女
性の I さん、82 歳女性の L さんは「現在」と同レベルで関心があり、今さら戻れないので見な
いようにしているのは 81 歳男性の J さん。「未来」については、３人（I,J,L さん）とも関心が低い。
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84 歳男性の G さんは、時間（過去・現在・未来）の実体は「無」と東洋哲学的な捉え方をしている。
　空間認識　サークルの大きさでは、３人（I,K,L さん）が近景＞中景＞遠景となっており、自
分や家族のこと（近景）について最も関心が高く、次いで、地域や文化（中景）、神仏や宇宙（遠
景）については関心が低い。「中景」に最も関心が高い２人（H,J さん）は、地域との関わりが
深い人たちである。

　まとめ
　対象者６人（男性３人、女性３人）の平均年齢が 83.8 歳と３つの類型の中では一番低い。老
年的超越に関しては、クラスター分析の結果（クラスター２は高位）とは異なる。４人の年齢が
80 歳前後と比較的若いことが関係している可能性が考えられる。東洋的見方に関しては、クラ
スター分析の結果（クラスター２は高位）と合致する。主観的幸福感に関しては、６人の得点の
バラツキは大きいが、傾向としては３つの類型のうち中間にありクラスター分析の結果（クラス
ター２は中位）と合致する。
　コード（概念的カテゴリー）に関しては、共通項を軸にまとめると、おおよそ以下のようにな
るであろう。
　まず生きた時代である。おおむね共通するのは、①少年・少女時代は戦争で過酷な体験をして
いること、② 80 歳前後の４人は、いわゆる民主主義教育を体験していること、③戦後、結婚、
進学など、それぞれの道を自ら選択し歩き始めたこと、④全員仕事に就き、２人は現在でも地域
活動に関わりをもっていること、⑤「戦争はもうコリゴリ」との思いが強く、戦争の悲惨さを子
孫や地域の女性に語り継ぐ活動をしていること――である。
　幸福観については、健康でこの歳まで生きられたことに感謝（十分に生きた）しつつ、生の充
実感を感じている。仲間や思いを同じくする同好の士との交流に喜びを感じている人。仕事を無
事に勤め上げたことに幸福を感じている人など、ほぼ全員が「今が一番幸せ」だという。
　性格・自己観・人間観等ということでは、外向的な人は自分軸が振れることなく、内向的な人
は状況に応じて自分軸をしなやかに変化させていく。悟りに近い死生観（生即死、死即生）をも
つ人もいる。
　無為自然から連想される共通のイメージは、「なるようになる」「がんばり過ぎない」「成り行
きに任せる」。H さんは「自然の力に比べれば人間の力はしれたもので、自分だけあがいてみて
も何もできない」と達観している。　
　自然を好み芸術に関心をもつ人が多い。歳とともに芸術的なものへの共感力が増している。木
や花など身近な自然との対話に喜びを感じる人。西洋的なものより日本的なもののほうが気持ち
が落ち着くという人。お気に入りの詩集を読み返すと、その頃の情景が蘇ってきて心が動かされ
るという人。これらの事象は、老年的超越理論の「宇宙的次元」に含まれる〈神秘性の気づき／
宇宙との一体感〉に通じる。
　回想については、子供の頃の楽しい思い出や、忘れたいが苦しかったことなど、過去回想が主
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である。なかには L さんのように「戦争で苦しかった時代があったこと、戦争は絶対にしては
いけないことをきちっと孫に伝えておく」と、未来志向的な回想をする人もいる。
　H、K さんは、重篤な病気を経験（人生の危機）したことで人生観が変化した。無常観・死生
観については、「死は天命」として受け入れられる（あるいは、受け入れられると思う）と恬淡
としたところがある。「死ねば形はなくなるが、他者とつながる魂の存在は感じる」（H さん）と
話す人もあり、老年的超越理論の「宇宙的次元」に含まれる〈世代間のつながりの認識〉に通じる。
　農業を営む I さんは、「太陽」をエネルギーの象徴として捉えている。G さんは「宇宙は陰陽
が関係している」と東洋的な宇宙観をもつ。
　時間認識については、「現在」を重視する傾向がみられるが、「過去」については評価が分かれ
る。「過去」を最も重視しているのは I さん、L さんは「現在」と同レベルで関心がある。「未来」
については関心が低い。G さんは、時間（過去・現在・未来）の実体は「無」と東洋哲学的な捉
え方をしている。
　空間認識については、自分や家族のこと（近景）について最も関心が高く、次いで、地域や文
化（中景）、神仏や宇宙（遠景）については関心が低い。「中景」に最も関心が高い２人（H,J さん）
は、農村地域に住み地域との関わりが深い人たちである。

　（3）類型Ⅲ：高 SWB・低東洋的見方群（対象者 M ～ Q さん）
　　a. 量的データの分析
　背景的変数（属性等）　対象者５人のうち性別は男性３人・女性２人、平均年齢は 85.6 歳（範
囲 81―92 歳）、配偶者は「あり」４人・「なし」１人、教育歴は「中等教育」２人・「高等教育」
３人である。活動性については、交流頻度は 11.6 人／月、活動性指標は 12.8、健康度は「健康」
４人・「不健康」1 人、暮らし向きは「普通」４人・「ゆとりあり」1 人、重篤な病気の経験につ
いては、５人のうち４人が「あり」となっている。
　老年的超越　図２に示すように、男性 92 歳の P さん以外はクラスター３（n=77 人）の平均
得点（38.00）および全体平均（38.80；N=237 人）を上回っている。特に女性 86 歳の O さん、
男性 87 歳の Q さんの得点が突出している。P さんを除くと傾向としてはクラスター分析の結果

（クラスター３は中〜低位）とおおむね合致する。
　東洋的見方　図３に示すように、女性 86 歳の O さん、男性 92 歳の P さんは、クラスター３
の平均得点（39.34）および全体平均（42.89）より高い。この２人以外はクラスター分析の結果（ク
ラスター３は低位）とおおむね合致する。
　主観的幸福感　図４に示すように、女性 82 歳の M さん、女性 86 歳の O さん、男性 92 歳の
P さんは、クラスター３の平均得点（15.16）より高い。全体平均（12.41）と比較しても５人全
員の得点が高い。この傾向はクラスター分析の結果（クラスター３は高位）と合致する。
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　　b. 質的データの分析
　生きた時代　80 歳代が４人、90 歳代が 1 人であるが、少年・少女時代は戦争一色で、内地で
は空襲・爆撃の恐怖を経験。そんな時代でも外地（上海）にいた 82 歳女性の M さんは、生活は
裕福であったという。しかし、引き揚げ後の生活は食糧難等で苦労し、病気のため高校進学を断念。
92 歳男性の P さんは、天皇のために死ぬことも覚悟していたが、戦後巷では簡単に戦争批判が
なされ世間の変わり身の早さに違和感を覚えたという（87 歳男性の Q さんも同じ）。戦後、海外
への渡航が認められるようになり 86 歳女性の O さんは、好きな洋裁を学ぶため単身アメリカに
渡った。
　青春時代以降は、５人全員が職業（会社員、公務員、障がい者施設職員、研究者）に従事して
おり、O さんは海外ボランティアとして、P さんは博物館での英語ボランティアを経て現在は地
元で「居場所」を運営しており、積極的に地域活動にも関わりをもっている。
　振り返ってみて、５人全員「あんな時代はもうコリゴリ」という。M さんは、戦後の厳しい
時代のことを思えば少々のことは辛抱できると話す。
　幸福観　５人（M,N,O,P,Q さん）は、戦争が終わって自由に生きられる世の中に変わり、自ら
の意志で人生を切り開いてこれたことに充実感を感じると話す。82 歳女性の M さんは、健康で
束縛なく好きな時間を過ごせる今は一番幸せという。81 歳男性の N さんは、かつての仕事仲間
との人間関係に、87 歳男性の Q さんは、妻子が近くにいてくれることに、92 歳男性の P さんは、
自著が今も業界のテキストとして使われていることに、それぞれ幸せを感じている。86 歳女性
の O さんは、若い頃に夢を実現させた米国での生活、親しいボランティア仲間、日々平和に過
ごせることに幸せを感じると話す。
　性格・自己観・人間観等　おおむね外向的な人が多く、物事に対して柔軟性があり固執しない

（M,O,P さん）。若いときには内向的であった人（O,P さん）が様々な人生経験を積むなかで外向
的に変化してきたのが特徴である。87 歳男性の Q さんは、神仏の力に頼ることには懐疑的で、
この考えが自分の人生観の背後にあると話す。
　無為自然　82 歳女性の M さんのイメージは「手術台に乗った気分」、若い頃『荘子』を愛読
した 92 歳男性の P さんは「自然体」、87 歳男性の Q さんは「無理に頑張らない」を挙げる。86
歳女性の O さんは「できなくなったことを嘆いてもしょうがない。できる範囲で楽しく、それ
で十分」だという。この人たちに共通するイメージは「あるがまま」ということなのであろう。
　自然・芸術に共感する心　演芸、音楽、アートを楽しむ人が多い。わからんなりに、ぼんやり
と邦楽や洋楽を聴いているという 92 歳男性の P さん。老年的超越理論の「宇宙的次元」に含ま
れる〈神秘性の気づき〉に通じる。
　回想　過去回想が主で、86 歳女性の O さんは意識的に楽しかったことを思い出すようにして
いるが未来志向の回想はしない。92 歳男性の P さんも子供の頃の思い出を折に触れ懐かしんで
いる程度だという。87 歳男性の Q さんは、「過去のことを思い出しても今さらどうしようもない」
と回想に意味を感じていない。

「老年的超越」をめぐる文化・心理・社会的関連要因に関する研究（第Ⅱ部）
―「東洋的見方」が及ぼす影響を中心にして―



− 152 −

　人生の危機　２人（M,Q さん）は、がんによる手術の経験があり、82 歳女性の M さんは、あ
る種の覚悟ができており、今を生きることを楽しんでいる。87 歳男性の Q さんは、術後 30 年近
くになるが、再発もなく医者が驚いているという。
　無常観・死生観　死生観については、４人（M,O,P,Q さん）それぞれに違いがあるが、「死ん
だら『無』になる」という 82 歳女性の M さん、「好奇心というものがありこの世の行く末を見
届けたい」という 92 歳男性の P さん、「ぼちぼち神仏に頼ることも考えなければ」という 87 歳
男性の Q さん。いずれも、寿命が至れば死も受容できるだろうという態度はおおむね共通して
いる。
　宇宙的感覚　「月」に親近感を覚える人は２人（O,Q さん）、87 歳男性の Q さんは「静」をイメー
ジするが、「月」に母性愛を感じることはないという。２人（M,N さん）は「太陽」に親近感を
覚える。東洋的な宇宙観をもつ人はいないが、92 歳男性の P さんは、身近な経験として、見え

4 4

ないもの
4 4 4 4

の気配（一人でいるときに、ふと肩をたたかれるような錯覚）を感じることがあるという。
　共時的体験（夢と現実の一致）　このような体験を有するのは 86 歳女性の O さんのみである。
O さんは、父の死も母の死も事前に夢で知ったという。「母のときは、華やかな花の夢をみた。
女性の声で『お母さんが死ぬよ』と聞こえてきた。すると兄から電話がかかってきた。父のときは、
棺に入れる花が夢に出てきて、死を知らせてきた」。これは、ユングのいう「意味のある偶然の
一致」であり共時性といわれる現象である（河合，1967, pp.240-241）。「意味のある偶然の一致」
には元型的なものが関連しており、情動的な因子が重要な役割を果たしているとされる（Jung 
& Pauli,1955 河合・村上訳 1976, pp.31-32）。Tornstam（2005）によれば、元型の現れ方は文化
に依存するとされているが、O さんの文化的な背景までは確認できていない。
　時間認識　３人（N,O,Q さん）は「現在」を重視する傾向を示すが、「過去」と「未来」につ
いては捉え方が異なる。「未来」と「過去」を同じように重視するのが 81 歳男性の N さん、「過去」
を重視するのが 86 歳女性の O さん、「未来」を重視するのが 87 歳男性の Q さん。「過去」を最
も重視する P さんは、92 歳にもなればもはや「未来」はないという。82 歳女性の M さんは、時々
に合わせて身を任せてきたので、過去・現在・未来と区切るような時間認識はないという。この
考え方は、老年的超越理論の「宇宙的次元」に含まれる〈時間定義の変化〉に通じる。
　空間認識　２人（N,P さん）が中景＞近景＞遠景となっており、自分や家族（近景）のことよ
りも地域や文化（中景）により関心が高い傾向を示す。「近景」に最も関心が高い人が２人（M,Q
さん）いるが、重篤な病気（がん）の経験をもつ人である。「遠景」に最も高い関心をもつ 86 歳
女性の O さんは、海外ボランティアにも参加し平和に過ごせることに幸福を感じている。

　まとめ
　対象者５人（男性３人、女性２人）の平均年齢は 85.6 歳と３つの類型の中では２番目に高いが、
類型Ⅰ（85.8 歳）とほとんど変わらない。老年的超越に関しては、92 歳男性の P さんを除いて
クラスター分析の結果（クラスター３は中〜低位）とおおむね合致する。P さんの得点が突出し
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て低いのは、P さんが合理性を重視する工学系の元研究者であることが影響している可能性が高
い。東洋的見方に関しては、女性 86 歳の O さん、男性 92 歳の P さん以外はクラスター分析の
結果（クラスター３は低位）とおおむね合致する。主観的幸福感に関しては、５人全員の得点が
高く、クラスター分析の結果（クラスター３は高位）と合致する。
　コード（概念的カテゴリー）に関しては、共通項を軸にまとめると、おおよそ以下のようにな
るであろう。
　まず生きた時代である。おおむね共通するのは、①少年・少女時代は戦争一色、さらに戦後は
厳しい食糧難を経験していること、②「あんな時代はもうコリゴリ」という切実な思いをもって
いること、③全員が職業に就いていたこと――である。しかし、時代の感じ方はそれぞれに異なり、
80 歳代後半から 90 歳代の人は、④戦前は天皇のために死ぬことも覚悟していたが、戦後、世間
の変わり身の早さに違和感を覚えた（P,Q さん）、⑤現役引退後、O さんは海外ボランティアと
して、P さんは「居場所」の運営など地域活動とも関わりをもっていること――である。
　個々には幸福の対象は異なるが、戦争が終わって自由に生きられる世の中に変わり、自らの意
志で人生を切り開いてこれたことに充実感を感じている：健康で束縛なく好きな時間を過ごせる
今は一番幸せ（M さん）。かつての仕事仲間との人間関係（N さん）、妻子が近くにいてくれる
こと（Q さん）、自著が今も業界のテキストとして使われていること（P さん）、夢を実現させた
米国での生活、ボランティア仲間、日々平和に過ごせること（O さん）――など、それぞれの幸
福観は多様である。
　性格・自己観・人間観等ということでは、外向的な人が多く、物事に対して柔軟性があり固執
しない。若いときには内向的であった人が人生経験を積むなかで外向的に変化してきたのが特徴
である。
　無為自然については、大病を経験した M さんのイメージは「手術台に乗った気分」、若い頃『荘
子』を愛読した P さんは「自然体」、Q さんは「無理に頑張らない」。O さんは「できなくなっ
たことを嘆いてもしょうがない。できる範囲で楽しく」――共通するのは「あるがまま」という
ことなのであろう。
　自然・芸術に共感する心については、演芸、音楽、アートを楽しむ人が多い。わからんなりに、
ぼんやりと邦楽や洋楽を聴いているという P さん。これらは、老年的超越理論の「宇宙的次元」
に含まれる〈神秘性の気づき〉に通じる。
　回想については、楽しかったことや子供時代のことを時々思い出す程度で、未来志向の回想を
する人はいない。Q さんは、過去のことを思い出しても今さらどうしようもない、と回想に意味
を感じていない。
　人生の危機ということでは、がん手術の経験がある M さんは、ある種の覚悟ができており今

4

を生きること
4 4 4 4 4 4

を楽しんでいる。Q さんは、がんの手術後 30 年近くになるが、再発もない。「死ん
だら『無』になる」という M さん、「好奇心というものがありこの世の行く末を見届けたい」と
いう P さん、「ぼちぼち神仏に頼ることも考えなければ」という Q さん。いずれも、寿命が至れ
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ば死も受容できるだろうという死生観はおおむね共通している。
　「月」に親近感を覚える人は２人、「太陽」に親近感を覚える人も２人と分かれた。東洋的な宇
宙観をもつ人はいないが、P さんは身近な経験として見えないもの

4 4 4 4 4 4

の気配を感じることがある。
　共時的体験（夢と現実の一致）を有するのは O さんのみである。O さんは、父の死も母の死
も事前に夢で知った。これは、ユングの共時性といわれる現象である。「意味のある偶然の一致」
には元型的なものが関連しており、その現れ方は文化に依存するとされるが、O さんの文化的な
背景は確認できていない。
　時間認識については、３人は「現在」を重視する傾向を示すが、「過去」と「未来」の捉え方
が異なる。「過去」を最も重視する P さんは、92 歳にもなればもはや「未来」はないという。M
さんは、過去・現在・未来と区切る時間認識はない。
　空間認識については、２人（N,P さん）が、自分や家族（近景）のことよりも地域や文化（中景）
により関心が高い傾向を示す。「近景」に最も関心が高い２人（M,Q さん）は、重篤な病気（がん）
の経験をもつ。「遠景」に高い関心をもつ O さんは、海外ボランティアの経験があり、平和に過
ごせることに幸福を感じている。
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　2.1.2　年齢と老年的超越、東洋的見方、主観的幸福感との関係
　年齢と老年的超越、東洋的見方、主観的幸福感との関係については、類型ごとのサンプル数が
各々少数であるため事例ごとの分析はそぐわないので、性別による違いに留意しつつ研究協力者
17 人全員の散布図から全体としての傾向をみることとする。
　まず、年齢と老年的超越の関係（図５）であるが、２つの外れ値（75 歳女性 B さん、92 歳男
性Pさん）はあるものの、女性では年齢の高い人は老年的超越得点も高い傾向が読み取れる。また、
男性より女性の得点が高いといえるであろう。
　次に、年齢と東洋的見方の関係（図６）であるが、両者の間に明らかな共変関係（年齢に対応
した変化）は認められない。しかし性別ごとにみると、年齢にかかわらず女性のほうが男性より
東洋的見方の得点が高いようにみえる。量的研究の関連要因分析における投入変数の t 検定でも、
東洋的見方に関しては、５つの下位尺度で女性の得点が男性より有意に高い結果となっている。
　さらに、年齢と主観的幸福感の関係（図７）であるが、バラツキが大きく両者の間には共変関
係はまったく認められない。特に、破線で囲った４人の女性（75 歳 B さん ,82 歳 L さん ,88 歳 E,F
さん）の得点が低いのは、インタビュー時の印象（地域やサークルでの活動に熱心に取り組んで
おり、ポジティブで「生きがい感」が高い）とは大きく異なるものであった。この点に関しては、
Ⅲ 総合的考察においても詳述する。
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インタビューの印象とは異なるグループ
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2.2　コード分析
　前節の事例分析から明らかなように、たとえ５〜６人程度の類型といえども個々人にはそれぞ
れの人生があり、所属する類型の特徴を安易に縮約してしまうと、情報価値の高い大事な発言を
捨象してしまうおそれがあり弊害のほうが大きい。
　したがってコード分析では、クラスター分析の結果の検証という側面よりも、個々の事例間の
共通点や個別性に着目し、コード（概念的カテゴリー）が老年的超越を高める要因としてどのよ
うな働きをしているのかを分析することに照準を合わせることとした。
　手順としては、まず、（1）17 人の老年的超越得点をクラスター分析の全体平均（38.80；N=237 人）
を指標に「中位以上／中位以下」に区分し、背景的変数（属性等）との関連を分析する。さらに、

（2）前記（1）の区分にもとづき、コード（概念的カテゴリー）を軸に個々人の発話内容（文書
セグメント）の共通点・差異に着目し、「中位以上／中位以下」の特徴を記述する。
　表３は、これらの分析結果を総括表で示したものである。なお、（1）にもとづく 17 人の研究
協力者の分類は、同表下段の注記に示している。
　以下では、老年的超越を高める要因を抽出するという観点から、男性については「中位以上／
中位以下」の差異や共通点に着目し、また、女性については「中位以上」（全員 *16）の共通点に着
目して述べる。

*16　L さんは全体平均をわずかに下回っているが（-0.80）、老年的超越の考え方には肯定的な印象を受
けたので「中位以上」に含めた。
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　表３ コード分析の総括表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

女性

中位以上（3人） 中位以下（4人） 中位以上（10人）

背背景景的的変変数数（（属属性性等等））

年齢 ・全員80代 ・70代1人、80代2人、90代1人 ・70代1人、80代7人、90代2人

配偶者 ・「あり」2人、「なし」1人 ・全員「あり」 ・「あり」3人、「なし」7人

活動性指標 ・全体平均以上　2人 ・全体平均以上　3人 ・全体平均以上　8人

健康度 ・全員「健康」 ・「健康」3人、「不健康」1人 ・「健康」8人、「不健康」2人

交流頻度 ・全体平均以上　2人 ・全体平均以上　2人 ・全体平均以上　8人

暮らし向き ・普通 ・普通 ・普通以上（ゆとりあり　2人）

重篤な病気 ・「あり」2人、「なし」1人 ・「あり」1人、「なし」3人 ・「あり」6人、「なし」4人

人生の危機 ・全員「あり」 ・「あり」2人、「なし」2人 ・「あり」9人、「なし」1人

ココーードド（（概概念念的的カカテテゴゴリリーー））

生きた時代 ・少年時代は軍国教育。戦後の食糧難
・「天皇の人間宣言」には違和感
・戦後はある種の解放感（進学等）
・「戦争はもうコリゴリ」との思い
・リタイア後、地域活動に参加

・少年/青年時代は軍国教育・戦争
・戦後の食糧難。価値観の激変。ある種
　の解放感
・戦争は絶対ダメ。あの時代はコリゴリ
・リタイア後、地域活動に参加（２人）

・少女/青年時代の過酷な戦争体験
・戦後の食糧難。民主主義教育を体験、
　女性なるが故の生き方、進路を選択
・戦争は絶対ダメ。こんな時代はコリゴリ
・リタイア後、地域活動に参加（６人）

幸福観 ・「幸せ」の対象は個々人で相違
・２人に共通：家族・友人関係など身近
　なことの中に「幸せ」を実感
・文化を大事にできる今の生活

・「幸せ」の対象は個々人で相違
・２人に共通：良き人間関係
・自分らしく生きられればそれでよい。
・戦前と違って自由に生きられること
・戦時中に比べて便利になった生活

・「幸せ」の対象は個々人で相違
・「子供の成長/健康/他者との関係/活
　動・生活/自己意識」；これらの項目は
　複合的に関連

性格・自己観・人間観
等

・３人は外向的・楽天的
　「生きることは死ぬこと、死ぬことは
　生きること」「神仏の力には懐疑的」
　「人との諍いを好まず」

・３人は外向的。内向的な人も対人関係
  には気を使う。
・歳をとってから外向的になったという
　人：「フレキシブルになり、物事に固
　執しなくなった」

・全員外向的
・歳を重ねるなかで意識が内面に向かうと
　いう人：「人間は生かされていると、し
　みじみ思う」

「「自自己己のの次次元元」」
・自己との向き合い
「「社社会会とと個個人人ととのの関関係係のの次次
　　元元」」
・人間関係の意味づけの変化

無為自然 ・「若い頃のようにはできない。無理し
　て頑張る必要はない」

・ほぼ全員共感
・イメージ：「頑張らない」「成り行き
  に任せる」「自然体」

・ほぼ全員共感
・イメージ：「すべてを含む」「あるがま
　ま」「なるようになる」「頑張りすぎな
　い」「成り行きに任せる」「手術台に
　乗った気分」

自然・芸術に共感する
心

・２人は、日本の自然に対する親近感。
　芸術的なことに関心あり

・２人は芸術的なことに関心を持つが、
  １人は関心希薄

・ほぼ全員が自然・芸術に共感
・自然観はアニミズム的で東洋的
・芸術の技術的・表面的なことよりも自己
　の内面にどう響くかに関心

「「宇宇宙宙的的次次元元」」
・宇宙との一体感
・神秘性の気づき

回想 ・３人とも回想をしない。「過去を振り
  返っても、今さらどうしようもない」

・２人は、振り返り型の回想（時々）
・１人は、「今さら過去へは戻れない」
　と否定的

・３人は、振り返り型の回想（時々）
・１人は、「戦争記憶の孫への伝承」；未
　来志向型の回想

「「宇宇宙宙的的次次元元」」
・幼年時代への回帰
・世代間のつながりの認識

人生の危機 ・３人とも「人生の危機」の経験（サジ
　を投げていた医者を諭す逞しさを持つ
　人も）

・２人は、「人生の危機」の経験（手術
　がきっかけで人生観がプラスの方向に
　変化）

・４人は、がんなどの重篤な病気を経験
・２人は、子供に関わる危機（死、事
  故）を経験

無常観・死生観 ・３人に共通項は認められず:
  「生まれたものはすべて死ぬ」「歳を
  とったのでボチボチ神仏に頼らないか
　んのかも」「まだ、そこまでは考えて
　いない」

・３人は「死」については恬淡で受容的
  ：｢病気を受け入れる覚悟はできてい
  る」「この世は仮の宿、縁があってい
  るだけ」「死ぬことはわかっているが
  この世の行く末を見届けたい」

・無常観については、４人が共感
・死生観については、５人が恬淡として
  受容的、他に「死んだら自分の生きざ
  まや魂が残された人の記憶にどう刻ま
  れるか」に関心

「「宇宇宙宙的的次次元元」」
・死生観の変化
※無常観については東洋的

宇宙的感覚
（命の連鎖）

・80代：「インドの思想では、宇宙は陰
　陽が関係している」とする東洋的な宇
　宙観を持つ。

・「月」に親近感を覚えるのは２人
・80代：「この世には人智の及ばないこ
　ともある」
・90代：「ひとりのとき、ふと肩を叩か
　れたように感じることがある」

・「月」に親近感を覚えるのは４人
・「太陽」に親近感を思えるのは２人
・宇宙を地上との連続体と捉える東洋的
  な宇宙観を持つ人が２人

「「宇宇宙宙的的次次元元」」
・神秘性の気づき

共時的体験
（夢と現実の一致）

・ない ・ない ・共時的現象の体験者（女性２人）は、
　「偶然には意味がある」と考えてい
  る。

時間認識 ・２人に共通：「現在」への関心が最も
　高く、次いで「過去」か「未来」
・１人は、時間の実体は「無」と東洋的
　捉え方

・３人は「現在」をどう生きるかに関
　心が高く、「未来」への関心は低い
・「過去」については評価が分かれる。
　意識して「見ないようにしている」と
　いう人も。

・４人は、「現在」をどう生きるかに関
  心が高く、「過去」については評価が
  分かれるが、「未来」については関心
  が低い（過去・現在・未来は連続する
  もので境はないと考える人も）

「「宇宇宙宙的的次次元元」」
・時間定義の変化
・神秘性の気づき

空間認識 ・１人は「近景」に、１人は「中景」に
　最も関心が高い。
・「遠景」については、２人とも関心が
　低い。

・３人は「中景」に最も関心があり、次
　に「近景」、「遠景」は関心が低い。
・１人は、「近景」と「遠景」に同程度
　の関心

・３人は「近景」に、４人は「中景」に最
　も関心が高い。
・「遠景」に最も関心が高い人は平和に過
　ごせることに「幸せ」を実感
・「近景」「遠景」への関心が同程度の２
　人は、宇宙や魂の存在を肯定

「「宇宇宙宙的的次次元元」」
・神秘性の気づき
「「社社会会とと個個人人ととのの関関係係のの次次
　　元元」」
・人間関係の意味づけの変化

男性

老年的超越の傾向
Tornstamの老年的超越理論

の下位次元との関連

注）老年的超越の傾向欄の「中位」とは、クラスター分析の対象となった調査対象者（N=237人）の老年的超越得点（６要素合計点）の平均値である。
　  男性　中位以上（３人）：G(86歳）、N(81歳）、Q(87歳）
　  男性　中位以下（４人）：D(84歳）、J(81歳）、K(79歳）、P(92歳）
　  女性　中位以上（10人）：A（92歳）、B(75歳）、C(88歳）、E(88歳）、F（88歳）、H（94歳）、I（81歳）、L(82歳）、M(82歳）、O（86歳）

「老年的超越」をめぐる文化・心理・社会的関連要因に関する研究（第Ⅱ部）
―「東洋的見方」が及ぼす影響を中心にして―
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　（1）男性について
　年齢については、「中位以上」では全員 80 歳代であるのに対して、「中位以下」では 70―90 歳
代と幅が広い。配偶者については、「中位以上」で「あり」が２人、「中位以下」では４人全員が「あ
り」となっている。その他の背景的変数（属性等）については、「中位以上」「中位以下」ともに
大きく異なることはないが、「重篤な病気」と「人生の危機」については、「中位以上」で経験し
ている人が多い。次に、コード（概念的カテゴリー）との関連についてである。　
　生きた時代　「中位以上」「中位以下」ともに従軍経験はないが、少年時代あるいは青年時代に
は軍国教育を受け、空襲・爆撃、戦後の食糧難を経験しており厭戦感は強い。特に「中位以上」
の 87 歳 Q さん、「中位以下」の 92 歳 P さんは、戦後の価値観の激変（軍国主義から民主主義へ）
に戸惑いを覚えた。「中位以上」「中位以下」ともにリタイア後は、地域活動に関わりをもつ人が
多い。
　幸福観　個々に「幸せ」の対象は異なるが、「中位以上」「中位以下」ともに家族・友人など身
近な人との人間関係に楽しさや喜びを見いだしている。「中位以下」の人ではあるが、「戦時中に
比べて便利になった今の生活」（K さん）、「自分らしく生きられればそれでよい」（J さん）、「戦
前と違って自由に生きられること」（P さん）などは、東洋的バランス志向性（内田，2020, p.69）
の幸福観の特徴を示す。
　性格・自己観・人間観等　「中位以上」「中位以下」ともに外向的で対人関係には気を使う。「中
位以上」の「生きることは死ぬこと、死ぬことは生きること」（G さん）は死生観でもある。「中
位以下」の「歳をとってフレキシブルになり、物事に固執しなくなった」（P さん）は意外に思
えるが、この人が工学系の元研究者で、物事を合理的に判断する傾向が影響している可能性が考
えられる。
　無為自然　「中位以上」「中位以下」ともに「無理して頑張らない」など、東洋的な価値観に共
感を示す。
　自然・芸術に共感する心　「中位以上」の２人（G,Q さん）は、日本の自然に対する親近感や
芸術に共感する心をもっている。「中位以下」の２人（D,P さん）も芸術的なことに関心をもっ
ている。
　回想　「中位以上」の３人（G,N,Q さん）は、「過去を振り返っても今さらどうしようもない」、「中
位以下」の２人（D,P さん）も振り返り型の回想（子供や親しい人を亡くした悲しい思い出／子
供の頃のことを懐かしむ程度）を時折するが、いずれも回想には否定的である。
　人生の危機　「中位以上」は３人（G,N,Q さん）、「中位以下」でも２人（D,K さん）は「人生の危機」
を経験している。
　無常観・死生観　「中位以上」の３人（G,N,Q さん）に共通項は認められないが、「生まれたも
のはすべて死ぬ」（G さん）と明解な人がいる一方で、「まだ、そこまで考えていない」（N さん）
という人もいる。「中位以下」の３人（D,J,P さん）は、「死」については恬淡として受容的である。
　宇宙的感覚（命の連鎖）　「中位以上」で東洋的な宇宙観をもつ人がいるが（G さん）、「中位以
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下」にも「人知の及ばないもの（こと）はこの世に存在する」（D さん）と考えている人がいる。
　共時的体験（夢と現実の一致）　「中位以上」「中位以下」ともに共時的体験をもつ人はいない。
　時間認識　「中位以上」「中位以下」ともに「現在」への関心が最も高く、「未来」への関心は低い。

「過去」については、「中位以上」「中位以下」ともに評価が分かれる。「中位以上」で「時間の実
体は『無』」（G さん）と東洋的な捉え方をする人がいる。
　空間認識　「中位以上」「中位以下」ともに「遠景」（神仏や宇宙）には関心が低いが、「近景」（自
分や家族）に最も関心が高い人が「中位以上」に 1 人（Q さん）、「中景」（地域や文化）に最も
関心が高いとした人が「中位以上」に 1 人（N さん）、「中位以下」に３人（D,J,P さん）いる。「中
位以下」では「中景」に関心が高い傾向がうかがえ、身近な人との「つながり」という面では幸
福観とも関連する。

　（2）女性について
　年齢については 70―90 歳代と幅が広い。配偶者については「なし」と答えた人が 10 人中７人
となっており一つの傾向といえる。活動性指標では全体平均以上が８人、健康度も８人が「健康」、
交流頻度も８人が全体平均以上で、暮らし向きは全員が「普通」以上となっており、一般の後期・
超高齢者と比べて生活機能が高く健康で活動的であることがうかがえる。ただし、「重篤な病気」
の経験が半数以上あり、「人生の危機」にいたっては 10 人中９人が「あり」と答えている。
　次にコード（概念的カテゴリー）との関連についてである。
　生きた時代　戦後の民主主義教育を経験するなかで女性なるが故の生き方・進むべき道の選択
が行われてきたことをうかがわせる。戦争に対する厭戦感は強く、戦争の悲惨さを後世に伝える
べく記憶の伝承や活動を行っている人もいる（H,L さん）。６人（B,C,E,F,H,O さん）が現在も地
域活動に関わりをもっており、身近な人との「つながり」を大切にしている。このことは、次の
幸福観とも関連する。
　幸福観　「幸せ」の対象は個々人では異なるものの、カテゴリーで括ると「子供の成長」「健康
で自由な生活」「他者との良き関係」「好きな活動・平穏な日常」「内面の充実（生かされている）」
に集約できるが、同時にカテゴリー間で複合的に連関しているのが特徴である。
　性格・自己観・人間観等　インタビュー時の印象では全員外向的であったが、歳を重ねる中で

「人間は生かされていると、しみじみ思う」（F さん）と意識が内面に向かう人もいる。
　無為自然　「すべてを含む」「あるがまま」「なるようになる」「頑張りすぎない」「成り行きに
任せる」「手術台に乗った気分」と、それぞれの経験に応じて言葉を紡ぎだしているが、ほぼ全
員共感を示す。
　自然・芸術に共感する心　ほぼ全員が共感を示す。特に自然観はアニミズム的であり、芸術に
ついては技術的・表面的なことよりも自己の内面にどう響くかを大切にする（F さん）。
　回想　３人（H,L,O さん）が振り返り型の回想（子供の頃の楽しかった思い出／苦しかったこ
と等）を時折する。「戦争記憶の孫への伝承」（L さん）という未来志向型の回想をする人もいる
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が、総じて回想する人は少ない。
　人生の危機　10 人中９人が「あり」と答えており、４人（A,C,H,M さん）は、がんなどの重
篤な病気を経験、２人（B,F さん）は自身の子供に関わる危機（娘の死／アフリカでの学術調査
中の交通事故）を経験している。
　無常観・死生観　４人（B,F,H,L さん）が無常観に共感を示し、５人（A,C,I,M,O さん）が「死」
については、恬淡として受容的である。「今生きていることに感謝し、死んだら自分の生きざま
や魂が残された人の記憶にどう刻まれるか」（F さん）；このような死生観をもつ人もいる。
　宇宙的感覚（命の連鎖）　一体性（母性愛）の象徴として示した「月」に親近感を覚えるのは
４人（A,B,F,H さん）、二元性（光と闇）の象徴として示した「太陽」に親近感を覚えるとした
のが２人（I,L さん）であった。この２人は地上と宇宙を連続体と捉える東洋的な宇宙観をもつ。
　共時的体験（夢と現実の一致）　２人（F,O さん）が共時的体験を有しており、「偶然には意味
がある」と考えている。
　時間認識　４人（C,F,L,O さん）は「現在」をどう生きるかに関心が高く、「過去」について
は評価が分かれるが、「未来」については関心が低い。「過去・現在・未来は連続するもので『境』
は存在しない」（B,M さん）、と東洋的な見方をする人がいる。
　空間認識　３人（I,L,M さん）は「近景」（自分や家族）に、４人（B,C,F,H さん）は「中景」（地
域や文化）に最も関心が高い。「遠景」（神仏や宇宙）に最も関心が高い人が 1 人（O さん）いる
が、この人は日々平和に過ごせることに幸せを感じている。２人（C,H さん）は、「近景」「遠景」
を同程度に重視しており、宇宙や魂の存在を肯定する。

３. 考察
　量的研究のクラスター分析では、特性値として主観的幸福感（SWB）と東洋的見方の得点の
組み合わせにより、クラスター１を「低 SWB・低東洋的見方群」、クラスター２を「中 SWB・
高東洋的見方群」、クラスター３を「高 SWB・低東洋的見方群」とした。さらに、この３つのク
ラスターごとに老年的超越の傾向を当てはめると、クラスター１は「老年的超越に懐疑的（ある
いは否定的）な群」、クラスター２は「老年的超越を肯定的に捉えている群」、クラスター３は「傾
向としては老年的超越に懐疑的（あるいは否定的）ではあるが、老年的超越のポジティブな側面
については肯定的に捉えている群」となった。
　質的研究における研究協力者 17 人の類型区分は、このクラスター分析の結果にもとづくもの
で、類型Ⅰは６人（男性１人、女性５人）、類型Ⅱは６人（男性３人、女性３人）、類型Ⅲは５人（男
性３人、女性２人）に分類された。そこで以下の二つの問いを設定し、事例分析とコード分析を
行った。以下では、この結果について考察する。
（1）　量的研究で明らかとなった３つの類型について、質的にはどのような個別性や特殊性が

みられるのか。
（2）　３つの類型の個別性や特殊性を超えて、さらに共通する要素、異なる要素はどのような
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ものか。また、類型を超えた老年的超越の一般的な促進要因となるものが存在するのか。

3.1 事例分析から
　事例分析では、サンプルの属性等の偏りから類型間の明確な違いは確認できなかった。そこで
ここでは、老年的超越および類型区分の指標とした東洋的見方、主観的幸福感を軸に据えて類型
間の差異について考察する。
　まず老年的超越である。老年的超越得点の全体平均（N=237 人）を基準にしてみると、類型
Ⅰでは全体平均を超える者が６人中５人、類型Ⅱでは６人中３人、類型Ⅲでは５人中４人となっ
ており、類型Ⅱが、類型Ⅰや類型Ⅲとくらべて老年的超越得点が若干ではあるが低くなってい
る。各類型内での得点にバラツキがありクラスター分析のような明確な差異は認められず、クラ
スター分析の結果（クラスター２は高位）とは異なる。
　類型Ⅰの得点が高いのは、６人中５人が女性であること、年齢が 75 歳の女性以外は 80 歳以上
であることによるものであろう。量的研究でも性別と年齢（女性であること、年齢が高いこと）
は老年的超越を高める要因となっていることを明らかにしている。類型Ⅱの得点が若干低くなっ
ているのは、４人（男性２人、女性２人）の年齢が 80 歳前後と 17 人の中では低いことによるも
のであろう。また、コホートという面で共通するのは、この世代が多感な小学生のときに太平洋
戦争を経験していることである。
　一方で、類型Ⅱの 94 歳女性（H さん）の得点は 17 人のなかでも最も高く、高齢の女性ほど老
年的超越の得点が高いというこの傾向は、類型Ⅰ（A さん：92 歳）でも類型Ⅲ（O さん：86 歳）
でもみられる。ただし、類型Ⅲで 92 歳の男性（P さん）の得点が突出して低いのは、この男性
が工学系の元研究者であり合理性を重視する性格が影響している可能性が考えられる。
　次に東洋的見方である。東洋的見方得点の全体平均（N=237 人）を基準にしてみると、類型
Ⅰでは全体平均を超える者が６人中３人、類型Ⅱでは６人中５人、類型Ⅲでは５人中２人となっ
ている。やはり各類型内でのバラツキはあるが、クラスター分析にほぼ合致する結果（クラスター
２が高位）となっている。
　類型Ⅰで東洋的見方の得点が最も高い 75 歳の女性（B さん）は老年的超越得点も高い。この
女性は若い頃に幼い娘を亡くした経験、さらに後年、配偶者を亡くした経験があるが、現在は地
域活動の中心的存在としての役割を担っている人である。
　類型Ⅱでは、やはり 94 歳女性（H さん）の得点が高く、この女性も過酷な戦争体験があり、
高齢になった今、「十分に生きた」という実感をもっており老年的超越の得点も突出して高い。
　類型Ⅲにおいて 86 歳女性（O さん）の東洋的見方の得点が高いが、この人は死に対して恬淡
として受容的であり、やはり老年的超越得点も高くなっている。なお、類型Ⅲの 92 歳男性（P さん）
については、若い頃に『荘子』を愛読したことが影響しているのか、東洋的見方の得点が高いに
もかかわらず老年的超越の得点が低くなっており、先述した理由（合理性を重視する性格）が影
響しているのかもしれない。
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　次に主観的幸福感についてである。主観的幸福感の全体平均（N=237 人）を基準にしてみると、
類型Ⅰでは全体平均を超える者が６人中１人、類型Ⅱでは６人中４人、類型Ⅲでは５人全員となっ
ている。類型Ⅰおよび類型Ⅱでは得点にバラツキがあるが、主観的幸福感の高さは、類型Ⅰ＜類
型Ⅱ＜類型Ⅲの順となっている。このことはクラスター分析にほぼ合致する結果である。なお、
類型Ⅰの 87 歳女性（B さん）と 88 歳の女性２人（E,F さん）、類型Ⅱの 82 歳女性（L さん）の
得点が低いが、インタビュー時の印象からすると明らかに実態とは異なる。特に類型Ⅰの３人は
現在でも積極的に地域活動に取り組むリーダー的存在である。主観的幸福感の測定には、数多く
の高齢者研究で使用実績のある PGC モラール・スケールを用いたが、超高齢者の幸福感の深層
には、この尺度では測りきれない時間の長さをはらんだ要素と関連する次元（たとえば、ユーダ
イモニア *17 で定義されるような幸福）が潜在している可能性が示唆される。

3.2 コード分析から
　老年的超越得点の全体平均（N=237 人）を基準に、性別ごとに全体平均を上回る者を「中位
以上」、全体平均を下回る者を「中位以下」とし、研究協力者 17 人を分類したところ、７人の男
性のうち「中位以上」に分類された者は３人、「中位以下」に分類された者は４人であった。また、
女性については、10 人全員が「中位以上」であった。この分類にしたがってコード分析を行い、
この結果を総括表で示したのが表３であった。
　しかし、性別ごとに「中位以上／中位以下」に分類したとしても、まだ 17 人のコード（概念
的カテゴリー）ごとの発話内容は多様で個別性があり、また、一部にデータの欠損個所があるこ
となどから、分類内で無理に抽象化すると個々の「語り」に内在する重要な情報を捨象してしま
うおそれがある。したがって、ここでは性別ごとに、あるいは性別を超えて、背景的変数（属性
等）やコード（概念的カテゴリー）が老年的超越に与える影響について考察する。加えて、老年
的超越理論の３つの次元（表１参照）との対応を示す（文中、「　」は次元、〈　〉はコード、（　）
はその内容を記す）。

　 （1）背景的変数（属性等）との関連
　男性では、「中位以上」が３人、「中位以下」が４人とそれぞれ少人数であるため、年齢などの
背景的変数（属性等）の違いが老年的超越得点の高低にどう影響しているかについては明確なこ
とはいえない。女性では、10 人全員が「中位以上」に分類され、年齢については 70―90 歳代と
幅が広い。配偶者は７人が「なし」。活動性指標、交流頻度についても８人が全体平均以上、健
康度も８人が「健康」、暮らし向きは全員が「普通」以上となっており、一般的な後期・超高齢

*17　ユーダイモニア（eudaimonia）は、hedonism（快楽主義）に対置されるアリストテレスの考え方
で、刹那的な幸福よりもむしろ真の潜在能力の具現化と訳される。すなわち、短期間の情緒的な幸福感

（happiness）ではなく、目的・目標をもつこと、他者との満足な関係を築くことで達成される幸福感を
指す（Ryff,1989, 筆者抄訳）。
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者と比べても生活機能が高く健康で活動的であることがうかがえる。

　（2）コード（概念的カテゴリー）との関連および老年的超越理論の３つの次元との対応
　生きた時代　男女とも少年時代あるいは青年時代に戦争を経験しており、厭戦感や反戦意識は
強い。特に女性では、戦後の民主主義教育を経験するなかで自身の生き方・進むべき道について
主体的な選択がなされてきたことがうかがえる。女性の半数以上が現在も地域活動に関わってお
り、身近な人との「つながり」を大切にしている。
　幸福観　男性では、家族や友人など身近な人との人間関係に楽しさや喜びを見いだしているが、
女性では、これらに加えて「幸せ」を感じる対象（子供の成長、自由な生活、好きな活動、内面
の充実など）が多様である。男女ともに地域や身近な人たちとの「つながり」を大切にしている
点では、東洋の価値観にみられる「関係志向性」の幸福観（内田他，2012）の特徴を示すものと
いえ、老年的超越（なかでも、ありがたさの認識、基本的肯定感、利他性）を高める要因でもあ
る *18。
　性格・自己観・人間観等　男女ともおおむね外向的で対人関係には気を使う。男性（92 歳）で「歳
をとってフレキシブルになり、物事に固執しなくなった」という境地は、「自己の次元」の〈自
己との向き合い〉（パーソナリティの隠れた側面／自己中心性の気づき）に通じるが、「中位以下」
に分類されているのは、合理性を重視する工学系の元研究者としての性格が影響している可能性
は否定できない。男女ともに、おおむね外向的な人が老年的超越得点も高いようにみえるが、外
向的な人のなかにも歳を重ねるなかで意識が内面に向かうという人もいる。「自己の次元」に含
まれる〈自己との向き合い〉（パーソナリティの隠れた側面に気づく）に通じることであるが、
老年的超越の促進要因が「外向的」か「内向的」かは、短絡的に決めつけられるものではない。
　無為自然　老年的超越理論の３つの次元には含まれないが、日本人高齢者における老年的超越
の特徴を示す JGS-R の下位因子である（増井他，2010）。「すべてを含む」「あるがまま」「なる
ようになる」「頑張りすぎない」「成り行きに任せる」など、そのイメージは男女ともに、ほぼ共
通したものがある。『老子』の「無為」とは、「道は常に無為にして、而も為さざる無し」（蜂谷，
2013）と解釈されるが、「多くを求めず、作為的なことは行わず、あるがままに生きよ」とする
考え方であり、まさに東洋的見方を象徴する言葉である。Tornstam（2005）も、「加齢とともに
円熟味が増すことによって、物質的で合理的な視点から、より宇宙的・超越的な視点へ移行する
ことで生活満足度が高まる」（p.41，筆者抄訳）と述べているが、無為自然という思想は老年的
超越と関わりの深い概念である。
　自然・芸術に共感する心　男女ともに自然に対する親近感と芸術に共感する心をもっている。
特に自然観はアニミズム的であり、山や樹木など自然物との対話に喜びを感じる点は東洋的見方
に通じる。また、芸術については技術的・表面的なことよりも自己の内面にどう響くかを大切に

*18　量的研究における関連要因の SEM 分析では、因果の方向として「主観的幸福感→老年的超越」の
みが有意となっている。
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考える。これらの点は、「宇宙的次元」の〈神秘性の気づき〉（音楽や絵画によって言葉の壁を超
越し、生命の神秘に気づく）や、〈宇宙との一体感〉（自然の中での体験は宇宙との一体感を覚醒
し、自己と宇宙との障壁を超越する喜びを喚起する）と相通ずるものがある。
　回想　女性で未来志向型の回想（戦争記憶の孫への伝承）をする人もいるが、男性で「過去を
振り返っても今さらどうしようもない」と否定的な人もおり、総じて男女ともに肯定的な回想す
る人は少ない。回想は「宇宙的次元」の〈時間定義の変化〉（幼年時代への回帰）と関連するが、
この事例では、老年的超越の促進要因となっているようには思えない。
　人生の危機　男性では 3 人が、女性では 6 人が重篤な病気を経験しており、男女ともに「人
生の危機」を経験している人は老年的超越得点が高い。日本の先行研究（増井他，2012；増井，
2013；増井他，2019）でも同様の報告がなされており、「人生の危機」が老年的超越を高める要
因となっているのは明らかであろう。
　無常観・死生観　男女ともに、おおむね「死」については恬淡として受容的であり、「死は天
命」とする日本人の死生観に通じる。また「無常観」に共感を示す人も数人いるが、その背景に
は、諸行無常や仏教の無常観といった東洋的な考え方がある。人生の危機とも関連があるが、「宇
宙的次元」の〈死生観の変化〉（死ぬような体験をすると死への恐怖心が消える／人生後半期で
の成熟は、生と死に対する新たな見方を喚起する）と通じるところがある。
　宇宙的感覚（命の連鎖）　男性で「中位以上」に東洋的な宇宙観をもつ人がいるが、「中位以下」
にも「人知の及ばないもの（こと）はこの世に存在する」と神秘的な考えをもつ人がいる。女性
では、「月」（一体性の象徴）に親近感を覚えるのは４人、「太陽」（二元性の象徴）に親近感を覚
えるのは２人と分かれたが、「月」や「太陽」に親近感を覚えるということは、「宇宙的次元」の

〈宇宙との一体感〉（自己と宇宙との障壁を超越する喜び）に通じる。
　共時的体験（夢と現実の一致）　２人の女性に限られるが共時的体験（夢と現実の一致）があ
り、「偶然には意味がある」と考えている。この２人の女性の老年的超越の得点は高く、共時的
体験が関連している可能性は否定できない。ユングは「意味のある偶然の一致」は元型的な基盤
が関係しているとし（Jung & Pauli,1955 河合・村上訳 1976, pp.31-32）、Tornstam（2005）も「元
型は老年的超越の文化的な背景として調節項になっている」（p.107，筆者抄訳）と述べているが、
この２人の文化的な背景（元型的なもの）は不明である。
　時間認識　「現在」をどう生きるかに関心が高く、「過去」については評価が分かれるが、「未来」
については関心が低い。女性で「過去・現在・未来は連続するもので境は存在しない」という見
方をする人がいるが、時間概念の捉え方は「宇宙的次元」の〈時間定義の変化〉（過去と現在の
境界の超越）と共通する。男性で「時間の実体は無」と考える人は、東洋の宇宙観と通じるとこ
ろがある。
　空間認識　男女ともに、「近景」（自分や家族）または「中景」（地域や文化）に最も関心が高いが、

「遠景」（神仏や宇宙）には関心が低い。「近景」と「遠景」に同じように関心が高い人は、宇宙
における魂の存在を肯定する。これは、「宇宙的次元」の〈神秘性の気づき〉（この世には人知や

京都府立大学学術報告（公共政策）第 15 号



− 169 −

感覚を超えた未知なるものが多々ある）に通じる。「近景」や「中景」への関心は、生きた時代
や幸福観でも述べたように他者との「つながり」

 

という意味で「関係志向的幸福」（内田，2021）
とも関わってくる。

Ⅲ 総合的考察

４．量的研究と質的研究の統合
　本研究の主たる目的は、Tornstam の研究や日本の先行研究において明らかにされてきた老年
的超越の関連要因について、その連関を構造的に把握することであり、なかでも東洋文化的な要
因が及ぼす影響を検証することであった。本章では、まず老年的超越の関連要因について、量的
研究と質的研究で得られた知見と、Tornstam の研究や日本の先行研究との関連を論じる。その
上で、量的研究と質的研究の統合を試みる。
　なお、以下の記述で量的研究の関連要因に関する個所は、原則として潜在変数を『　』で、観
測変数を「　」で表記する。

　（１）量的研究の概要
　量的研究については、第Ⅰ部（奥村，2022b）で報告したとおりであるが、要点のみを記すと
以下のとおりである。
　第１は、調査対象の高齢者 251 人（男性 140 人、女性 111 人）の SEM による多母集団分析の結果、
男女間でほぼ同質の共分散構造（配置不変性）が認められたが、『老年的超越』に影響を及ぼす
要因の規定力については特徴的な違いが認められた。男性では、『老年的超越』への直接効果が
認められたのは、『主観的幸福感』『東洋的見方』および『危機の経験』である。『活動性』と「暮
らし向き」については、『主観的幸福感』を介して『老年的超越』に影響を及ぼす。「年齢」につ
いては、『老年的超越』への直接効果は認められないが、『東洋的見方』を介して間接的に『老年
的超越』へ影響を及ぼしている可能性はある。
　一方、女性では、『老年的超越』への直接効果が認められたのは、『主観的幸福感』『東洋的見方』
および「年齢」である。「暮らし向き」については、男性と同様、『主観的幸福感』を介して『老
年的超越』に影響を及ぼす。『危機の経験』については、『老年的超越』への直接効果は認められ
なかった。
　このように男性と女性では、影響要因の関わり方に若干違いが認められるが、直接的な効果と
いう点では『主観的幸福感』と『東洋的見方』は共通しており、「年齢」については、女性では
直接的であるが、男性では間接的に影響を及ぼしている可能性が示唆されることである。
　このような「性別」「年齢」『危機の経験』による『老年的超越』への影響については、
Tornstam（2005）の量的研究や日本の先行研究（増井他，2010; 増井他，2012; 増井他，2019）
でも認められているところである。

「老年的超越」をめぐる文化・心理・社会的関連要因に関する研究（第Ⅱ部）
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　第２に、『主観的幸福感』と『老年的超越』との因果的な関連について双方向のパス解析を
行ったところ、『主観的幸福感』から『老年的超越』へのパスのみが有意となり、この結果は
Tornstam（2005）の量的研究や日本の先行研究（増井他，2010）とは異なるものであった。た
だし、Tornstam の量的研究では、生活満足度（現在の生活の満足度を５件法で問う単項目尺度）
が従属変数として用いられており、また、増井他の研究では、本研究と同様 PGC モラール・ス
ケールを用いているが、クラスター分析の群分けの指標としての扱いである。このように両研究
は、PGC モラール・スケールで測定された主観的幸福感を従属変数としているものではないた
め本研究との比較は難しいが、SEM 分析の結果としては、男女ともに『主観的幸福感』が『老
年的超越』を高めるという片方向の因果の流れのみが有意となった。
　第３に、『老年的超越』への強い影響因となった『東洋的見方』と『主観的幸福感』に関して
は、クラスターを独立変数とする一般線形モデルによる共分散分析の結果、クラスター２（中
SWB・高東洋的見方群）が『老年的超越』の６つの下位尺度すべてにおいて得点が高く、『老年
的超越』を肯定的に捉えている群であることが確かめられた。クラスター２の特徴は、『主観的
幸福感』が中庸のレベルにあることであり、この場合に『老年的超越』の得点が高いということは、
東洋文化の影響を受ける日本人高齢者の幸福感には、「バランス志向的幸福観」（内田，2020, p.67）
の特徴が反映されていることを示唆するものである。
　以上は量的研究で明らかにされた諸点であるが、比喩的な言い方をすれば、量的研究の対象が

「森」であるとすれば、この「森」からさらに 75 歳以上の後期・超高齢者を抽出し、インタビュー
を併用しながら個別の「木」の特徴を分析したのが質的研究であった。

　（２） 量的研究と質的研究の統合
　量的研究と質的研究の統合の目的は、量的データの統計分析により一般化された「森」の全体
像に対して、フィールドワークにより、その「森」を構成する「木」の個別観察を行い、事象の
内側から「森」全体の理解をより深めることにある。したがって量的研究と質的研究は互いに相
補的関係にあるといえる。
　抽出された 17 人のサンプルの特性は、①老年的超越の得点が高いこと、② 15 人が 80 歳以上
であること、③女性の構成割合（58.8％）が高いこと――から、量的研究で明らかにした老年的
超越を高める要因の条件に見合っており、共通の主題に対する質的側面からのデータと位置づけ
ることができるであろう。
　図８は、老年的超越の関連要因について、量的研究と質的研究を統合し概念モデルとして提示
したものであるが、要素間の関連の基本構造をみるのが目的であるため、細部の関係は捨象して
示している。
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　上段フレーム、すなわち「森」に相当する部分は、SEM 分析の結果から有意な要因間の関係
を抽出しスケルトン図で示している。下段フレーム、すなわち「木」に相当する部分は、量的研
究において『老年的超越』との強い関連が認められた『主観的幸福感』と『東洋的見方』につい
て、質的研究の事例・コード分析における関連する内容（「文化的幸福観」と「東洋的見方」）を
対応させており、枠内には発話内容の一部を示している。
　下段フレームは、「文化的幸福観 *19」「東洋的見方」「文化的・社会的要素」の３つのカテゴリー
で構成されるが、「文化的幸福観」と「東洋的見方」は相補的関係にあり、さらに、これらの背
景には「文化的・社会的要素」としての、その人が生きた時代の精神、文化を構成する価値観や
人生観が反映される。
　それぞれのカテゴリーは文化心理学（柏木他，1997）や「文化的幸福観」（内田他，2012）の
考え方を参考に、次のような視点にもとづき構成している。
　文化的幸福観　「幸福観」（ここでは、感情としての「幸福感」とは区別し、「幸せ」と感じるとき

4 4

、
こと
4 4

など、幸福の対象や前提、価値観を意味する）に関する 13 人の発話内容の一部を枠内に掲
示しているが、男性・女性ともに、家族や友人など「身近な人とのつながり」や「地域とのかか
わり」に楽しさや喜びを見いだしている人が多い。特に女性では、「日々平和に過ごせること」「こ
の歳まで生きてこれたことに感謝（十分に生きた）」「生かされている感覚（内面の充実）」「自分
らしく生きられれば、それで十分」「健康で束縛のない生活」「子供の成長」と、幸福を感じる対
象が多様である。
　内田（2021）は、これまで自身が行ってきた日本人の幸福に関する調査で回答の多くが、他者
との関係性や家族との穏やかな生活が占める割合が非常に高いものであったことを紹介している

（たとえば、平和で安定的な暮らし、ささやかな日常の幸せへの気づき、他者から感謝されること、
自然の恵みに感謝すること、など）。そして、このようなときに感じる幸福を「関係志向的幸福」
と呼んでいる。この定義からすると、先に挙げた人たちの「幸福観」は、ほぼこの定義にあては
まると考えてよいであろう。いずれも戦争という厳しい経験を経て心の奥深く「身体化」（上野，
2008）された思いが言葉となって表われたものであり、この意味でも「文化的幸福観」といえる
であろう。
　東洋的見方　図８では、老年的超越が高い者との関連が認められた５つのコード（概念的カテ
ゴリー）[ 自然・芸術に共感する心、無常観・死生観、宇宙的感覚（命の連鎖）、時間認識、空間
認識 ] と、Tornstam の老年的超越理論の「宇宙的次元」との対応関係（矢線の右に対置）を示

*19　内田・荻原（2012）によれば、「文化的幸福観は、文化を構成する価値観や人生観を反映し、とり
もなおさずその文化・思想的背景によりはぐくまれる」とされている。ここでは、研究協力者の発話の
内容の多くが、内田（2020，p.67）のいう「関係・バランス志向的幸福観」の考え方に類似するもので
あるため、「文化的幸福観」という用語を使用した。
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している。〈宇宙との一体感〉〈神秘性の気づき〉〈死生観の変化〉〈時間定義の変化〉などは、東
洋的見方の特徴と通じるものがある。
　また、「無為自然」は、老子哲学の中心をなす概念であり、「あるがままに生きる／頑張りすぎ
ない／足るを知る」などは、「文化的幸福観」の「この歳まで生きてこれたことに感謝（十分に
生きた）／生かされている感覚／自分らしく生きられれば、それで十分」などのバランス志向的
な幸福と通じるものがある。
　文化的・社会的要素　17 人に共通するのは、少年・少女時代あるいは青年時代の戦争体験で
ある。また、終戦直後の社会の混乱と価値観の激変は、彼ら・彼女らが否応なく影響を受けた歴
史的に共有する体験である。この「身体化」された思いが、その後のものの見方や人生観に大き
な影響を与えていることは容易に想像できるであろう。特に女性は、戦争に対する厭戦感は強
く、高齢になった今も戦争の悲惨さを後世に伝えるべく記憶の伝承や平和活動を行っている人も
あり、このような活動は、その人たちの「生きがい」にもなっているようである。
　また、歳を重ねるなかで意識が内面に向かい、人間は生かされている

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ことをしみじみと感じる
ようになったという人、長い人生経験から「生きることは死ぬこと、死ぬことは生きること」と
生死を超越的に捉えるように考え方が変わったという人もいる。　
　戦中の軍国主義教育から戦後の民主主義教育への価値観のドラスチックな変化を経験してきた
人たちの「性格・自己観・人間観等」は、自分たちが「生きた時代（コホート）」の文化的・社
会的要素（価値観、人生観、宗教・倫理観など）と相互に関わりをもつことで作り上げてきたも
のであると言えるであろう。

　このように老年的超越は、背景にある「文化的・社会的要素」の体系に沿って反応する「文化
的幸福観」や「東洋的見方」と深く関わる（影響を受ける）ことで発達するものである。なお、「文
化的幸福観」の枠内の内容については、老年的超越理論では「自己の次元」〈自己中心性の低下〉
や「社会と個人との関係の次元」〈人間関係の意味づけの変化〉に通じるものもみられる。
　見落としてはならないのは、量的研究の２変数相関分析では、主観的幸福感と東洋的見方のそ
れぞれの下位尺度間には有意な相関関係はほとんど認められなかったが、質的研究では、「文化
的幸福観」と「東洋的見方」には相補的な関連（「無為自然」の生き方は両者に通底する）が認
められたことである。このことは、「幸福」の感じ方には背景にある文化に根ざす価値観が反映
されるということであり、分析結果の解釈にあたっては、この点をふまえて慎重に判断する必要
があるであろう。

５．本研究の問題点と今後の課題
　以下の（3）、（4）、（6）については、第Ⅰ部において述べたので、ここでは要点のみを記す。
　（1） 調査対象者の特性について
　本研究の調査対象者（質問紙を配布した総数 363 人）は、高齢者大学の受講生が約８割を占め、
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多くは健康で生きがい意識の高い層であると推察される。また、インタビューを行った 17 人の
研究協力者についても、一般の同年代の高齢者と比べて健康度が高く、暮らし向きは普通以上、
現在も地域活動にかかわるなどポジティブな意識の持ち主が多かったように思われる。したがっ
てサンプルの特性としては、一種のバイアスがかかった標本となっていることは否めない。しか
し、日本の高齢者大学受講生の属性や活動傾向については、多くの類似点（性別、年齢構成、健
康度、生涯学習への関心度、地域活動への参加など）があり、地域的な特性には留意する必要は
あるが、研究対象の母集団としては、生涯学習に関心の高い 60―80 歳代後半のシニア層とみな
すことはできるであろう。

　（2） 分析方法について
　関連要因の SEM 分析モデルは、モデル構築上の技術的な制約もあり多少は問題のある部分も
あるが、分析結果をみる限りでは、先行研究の知見からみても、おおむね妥当なモデルではない
かと考えている。
　なお、外生的な潜在変数（『活動性』と『危機の経験』）については、量的なことだけではなく、
たとえば『活動性』では、日本人の幸福感に影響を及ぼす重要な要因とされる「ソーシャル・キャ
ピタル（つながりの力）」（内田，2020，p.111）の質的側面を測定する工夫が必要であろう。
　また、『危機の経験』についても、本人が危機と思う出来事（自身の病気や親しい友人・近
親者の病気や死、大切な人との別離など）を単純加算しているだけである。しかし、Joan M. 
Erikson（2001）は老年期における「危機」について、「第八の段階で出没し始めた絶望は、第九
の段階では、切っても切れない道連れとなる」（pp.151-152）と述べており、80 歳代後半から 90
歳代になると、身体能力や自尊心等のさまざまな喪失体験に見舞われ、多くの悲しみに向き合わ
なければならないとされる。このモデルでは、絶望感のような深刻な「危機」についてはまった
く考慮されていないが、高齢者が老年期の「危機」を乗り越えた先に到達する心の平穏が老年的
超越でもあり、この両者の関係性については、量的な側面だけではなく質的な側面からもさらな
る探求が必要であろう。

　（3） JGS-R の信頼性について
　JGS-R について確認的因子分析を行ったところ、増井他（2013）の研究と同様、「脱二元論」
の信頼性係数は低い値（α =.43）であった。「脱二元論」は、東洋的なものの見方であり老年的
超越の重要な下位次元であることから、他の事例によるさらなる検証が望まれる。

　（4）「東洋的見方」の測定尺度について
　「東洋的見方」については、これを測定するための既存の尺度は見当たらなかったため、本研
究において「〈老い〉に対する東洋的態度」と称する尺度を作成した。この尺度の信頼性および
妥当性については一定程度保たれていると判断したが、この結果も本研究の調査対象となった高
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齢者データにもとづくものであり、他の高齢者サンプルでも同様の結果が得られるのか検証が必
要であろう。

　（5）「幸福感」の測定尺度について
　本研究では「幸福感」の測定に PGC モラール・スケール *20

 

（表４）を用いた。この尺度は高齢
者の主観的幸福感を測定する尺度として、これまで多くの研究で使用されてきたものである（古
谷野，1996）。

　古谷野（1996）によれば、PGC モラール・スケールによって測定される主観的幸福感は、
George（1981）のいう２軸（「認知／感情」と「短期／長期」）の組み合わせで評価すると、３
つの下位因子のうち、「老い対する態度」は「認知・短期」的、「心理的動揺」と「孤独感・不満
足感」は「感情・短期」的な要素の総合として概念化されるとしている。このように、PGC モラー
ル・スケールは、「短期」的な要素で主観的幸福感を定義し、生活満足度尺度（LSIA）のように

*20　Lawton によって開発されたモラールの測定尺度で、1972 年に 22 項目 6 因子の尺度として開発さ
れたが、1975 年に 17 項目 3 因子の尺度に改訂された（古谷野，1996）。

表４ PGCモラール・スケールの項目 改訂版 

＜心心理理的的動動揺揺＞ 

今年になって前よりもささいなことが気になるようになりましたか a) 

心配だったり、気になったりして眠れないことがありますか a) 

いろいろなことを心配しますか a) 

以前より怒ることが多くなりましたか a) 

物事を深刻に考える方ですか a) 

ちょっとのことでオロオロする方ですか a) 

＜孤孤独独感感・・不不満満足足感感＞ 

淋しいと感じますか a) 

友人や親戚によく会いますか 

生きていても仕方がないと思うことがありますか a) 

悲しいことがたくさんありますか a) 

生きることは自分にとって大変なことと思いますか a) 

現在の生活に満足していますか 

＜老老いいにに対対すするる態態度度＞ 

年をとるほど物事は悪くなると思いますか a) 

去年と同じくらい元気ですか 

年をとるにつれて役に立たなくなると思いますか a) 

年をとるということは若い時に考えていたよりも良いと思いますか 

今、若い頃と同じくらい幸せと思いますか 

a) は逆転項目。「はい」「いいえ」、「そう思う」「そう思わない」などの２件法で回答。 

出典：SONIC研究 第１波調査報告書（2017, p.20） 
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「認知・長期」的な要素（たとえば、“ 人生をふりかえってみて満足できるか ” など）を含まない
のが特徴である。質的研究において、類型Ⅰ・類型Ⅱに分類された４人の女性の PGC モラール・
スケールの得点が明らかに低すぎることを指摘したが、幸福感の「長期」的な側面が評価されて
いない可能性が高いのである。
　また、PGC モラール・スケールの質問項目をみると、逆転処理（17 項目のうち 12 項目）がな
されるとはいえ、「老い」をネガティブに捉える表現形が目立ち、背景には 1970 年代の欧米社会
における〈個〉を重視する価値観（自立心、自尊心、活動性、役割、健康、若さなど）が色濃く
反映されているように思われる。
　このような価値観は、現代日本においても文化を超えて普遍的に共通するものなのであろうか。
　さらに、設問に対する回答も二項選択（「はい／いいえ」「そう思う／そう思わない」）の構造
となっており二元的で、「あいまいさ」を許容する東洋人の思考様式（たとえば、ものごとを陰
陽の相補的関係で捉えるなど）には馴染みにくい面があるように思われる。
　本研究では、先行研究との比較という意味合いと、老年学の分野では主観的幸福感の測定尺度
として多くの実績を有する、との理由から PGC モラール・スケールを使用したが、結果的には、
上に述べたような「幸福」についての文化的な価値観に関わる問題点が浮き彫りになった。
　ところで、幸福感には個人差だけではなく、一定の文化差も存在するとして、幸福感のメタ理
論ともいえる「文化的幸福観」が注目されている（内田他，2012）。内田（2020, p.64）は、満足
感・幸福感の規定因は歴史的に構築された様々な文化的・社会的要因によって大きく異なるとし
て「協調的幸福尺度」（表５）を開発している。　

　この尺度は、高齢者を対象にしたものではないが、日本人のものの見方の根底にある陰陽思考
や関係志向の価値観を反映するもので、「日本だけではなく、他の国でも一定の妥当性をもって
いることが確認されている」（内田，2020, p.29）と述べている。特に、「老年的超越」と「幸福感」
との関連を分析する場合には、「幸福感」については、短期的な評価だけではなく、生きる意義や、

表５ 協調的幸福尺度（Hitokoto & Uchida, 2015） 

１．自分だけでなく、身近なまわりの人も楽しい気持ちでいると思う。 

２．周りの人に認められていると感じる。 

３．大切な人を幸せにしていると思う。 

４．平凡だが安定した日々を過ごしている。 

５．大きな悩み事はない。 

６．人に迷惑をかけずに自分のやりたいことができる。 

７．まわりの人たちと同じくらい幸せだと思う。 

８．まわりの人並みの生活は手に入れている自信がある。 

９．まわりの人たちと同じくらい、それなりにうまくいっている。 

「１．全くあてはまらない」「２．あまりあてはまらない」「３．どちらともいえない」「４．ややあては
まる」「５．非常にあてはまる」の５件法で回答。 出典：内田（2020, p.28） 
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自分の人生を振り返ってどう総括し評価するのか、といった長期のユーダイモニア的 *21 な幸福の
視点が重要となってくるであろう。
　今回の研究においても、幸福感の測定に「PGC モラール・スケール」ではなく、「協調的幸福
尺度」（高齢者を対象にした尺度ではないため、そのまま使用できるかどうかの検討は必要である）
のような東洋的な価値観が反映された尺度を使用しておれば、「老年的超越」と「幸福感」との
因果関係については、また、違った知見が得られた可能性は十分ありえよう。

 　（6）老年的超越と主観的幸福感および東洋的見方との関連について
　関連要因分析では、『老年的超越』と『主観的幸福感』との間に双方向の因果関係の存在を仮
定して分析を行ったところ、『主観的幸福感』から『老年的超越』へのパスが有意となった。一方、
クラスターを独立変数とした共分散分析では、『老年的超越』の下位尺度得点が最も高くなるの
は、『東洋的見方』の下位尺度得点が高く、かつ、『主観的幸福感』は中庸のレベルにある場合で
あった。これらの知見は、老年的超越が生活満足度（本研究では主観的幸福感）を高めるという
Tornstam（2005）の仮説とは異なる結果であった。東洋文化の影響を少なからず受ける日本の
高齢者の幸福感を測定するのに、1970 年代に米国で開発された PGC モラール ･ スケールが本当
に相応しいのか、今一度検証が必要なのではないかと思われる。
　老年的超越研究は同時に「幸福な老い」の研究でもあり、「老年的超越」と「幸福感」との関
わりを解明することは極めて重要な研究課題である。その際、内田（2020, p.64）が指摘するように、
人が幸福を感じることを意味する「幸福感」と、その前提となる文化的な視点に着目した「幸福
観」との関係性をふまえて議論することが肝要であろう。

　（7）その他
　質的研究の対象となった 17 人の高齢者は、全員少年・少女時代あるいは青年時代に戦争を経
験しており、コホートという面ではサンプルに偏りがあることは否めない。したがって、戦後世
代を対象とした質的分析を行った場合には、結果が異なることは十分ありえよう。
　百寿者（100 歳以上の 13 人）にとっての幸福感の構成要素を記述することを目的とした質的
研究（安本他，2017）があるが、この論文では５つのカテゴリー（「前向きな気持ちで生きること」

「制限の中で生きること」「他者とのよい関係を築くこと」「人生の充足感を感じること」「あるが
ままの状態を受け入れること」）が抽出されている。これらのカテゴリーは、本研究の質的研究
でも表現形には違いがあるもののほぼ同様に確認された内容であり、両サンプルの年齢構成には
違いはあるが、「幸福」についての認識には共通するものがあり、やはりコホート（主には戦争
経験）が大きく影響している可能性があるように思われる。
　なお、本研究は、基本的には横断研究である。老年的超越が加齢に伴う心理的発達の現象であ
ることからすれば、この研究の結論については、前提として特定時期の横断データであることを
*21　脚注 17 による。
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ふまえて解釈しなければならないであろう。しかし、インタビュー調査の対象となった 17 人の
高齢者では、生きた時代や、山あり谷ありの人生経験を経て「身体化」された幸福観、人生観、
死生観、時間・空間認識など、その「語り」のなかには、長期的な縦断変化が含まれていると考
えることもできるであろう。
　量的研究の関連要因分析で『老年的超越』との因果関係が明らかとなった『主観的幸福感』『東
洋的見方』および『危機の経験』については、加齢とともに変化する時間的要因であることは疑
う余地はなく、理想としては縦断研究が望ましいが、これは今後の研究課題としたい。

　加齢によるポジティビティ傾向（年齢が高くなるにつれ、幸福感が肯定的になる傾向）に注目
して、欧米や日本の先行研究をレビューし、その比較研究を行った唐澤（2012）は、幸福とエイ
ジングの関係については、文化を超えて一貫した結果が得られなかったとした上で、「陰陽のバ
ランスを幸福と考える日本文化の分析が、世界の幸福研究に寄与する可能性がある」と結んでい
る。
　今後の日本における老年的超越研究においては、これまで繰り返し述べてきたように、「幸福観」
と「東洋的見方」との相補的な連関、加えて「幸福」と「老年的超越」との因果的な関係性につ
いて、東洋の文化的視点をふまえて様々な角度から知見を積み重ねていくことが、日本人の「幸
福な老い」の要因を明らかにしていく上で重要になってくる。
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